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2福居Vo l.120

　平成から令和に元号が変わった節目の2019年度、
Be a Leader!!　～自分を磨き、積極的な交流を通じて磨き合おう～　のスローガンのもとで精
力的に活動して参りました。中でも、福井YEGが創立45周年を迎えた今年度は、次代に向けて
行動していく指針の1つとして今後5年間の中期ビジョンを45周年実行委員会メンバー中心に福
井YEG全員で策定をし、式典にて発表をさせて頂きました。【越境し学びを得て、社会実装す
る実践コミュニティ】のビジョンの基、今後の福井YEGが更に盛り上がっていく事を期待して
止みません。
　ふくい桜まつりでは晴天に恵まれて、桜カフェブースやお堀の桜船が終日大賑わいで、運営
した福井YEGメンバーも休む暇がなかったのですが、充実した1日を過ごす事ができ、2019年
度最初の事業としては良い出発点となりました。ふくいフェニックス祭りでは、2年前から続け
ております【馬威し水かけ祭り】を更にバージョンアップしまして、福井市長を始めとする福
井市の職員や福井商工会議所職員の方々にも積極的に関わって頂きました。また、キャリア教
育事業においては、保護者向けキャリア教育事業である【ミライのチカラ】をえきまえアント
レ・キッズ事業で行い、また会員の理解を深めるために1月例会でも学ばせて頂きました。
　第37回近畿ブロック大会越前おおの大会では、式典や大懇親会の参加のみならず、YBI室メ
ンバーを中心にその前日に開催されました近畿ブロック内の会長会議の運営の補助を、また楽
しくビジネス委員会メンバーを中心に福井YEGブースを出展させて頂きまして、来年令和3年3
月に行われる日本商工会議所青年部第40回全国大会しあわせ福井さばえ大会に最終目標として
出店する福井YEGの名物をブラッシュアップする事ができました。第36回福井県商工会議所青
年部連合会会員大会「福井大会」では来年の全国大会を見据えた講師を選定し、パネルディス
カッションとグループワークを行った記念事業と懇親会を開催する事ができて、福井県連が
【福井一願】になり、より強固な結束になったと確信しております。
　つながり拓く委員会のメンバーには福井YEGのメンバーに対して、垣根を越えた積極的な交
流を通じて、いろいろな事に挑戦をして頂きました。また、総務委員会には今まで行われてき
た役員会のあり方などに一石を投じて1年間をやりきったのは流石です。
　まだまだ言いたい事は尽きないのですが、今年度は皆様にある意味無茶な、そして大変なお
願いをたくさんしてきましたが、それでもついてきてもらった事に対して、また福井YEGや
【ふくい】の為に無我夢中に取り組まれた事に対して、大変感謝しております。改めましてあ
りがとうございました。
　Be a Leader!!という気概と誇りを持って、これからも邁進していきましょう!!
　福井YEGメンバーが、求められる真のリーダーになるために…。

福井商工会議所青年部

２０１９年度会長

朝 田　健 一

会長あいさつ
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活動報告

９
年
４
月

第
34
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画
事
業

第
34
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画
事
業

　

４
月
６
日
（
土
）、
第
34
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
最
初
の
事
業
は
「
い
つ
も
と
違
う
景
色
、
見
て
み

ま
せ
ん
か
？
」
と
銘
打
っ
て
、
福
井
城
址
と
中
央
公
園
を
会
場

に
実
施
し
ま
し
た
。

〈
お
堀
の
桜
舟
〉

　

九
頭
龍
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
協
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
桜
満

開
、
快
晴
の
下
、
お
堀
の
中
を
ボ
ー
ト
で
周
遊
し
ま
し
た
。
３

隻
で
26
便
の
運
行
で
し
た
が
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
方
に
乗
船
い
た
だ
き
、
開
始
１
時
間
半
で
予
約
が
満
席
、
計

２
７
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
お
堀

の
中
で
花
見
を
し

な
が
ら
の
ボ
ー
ト

体
験
と
い
う
こ
と

で
、
来
場
者
の
福

井
城
址
と
福
井
の

桜
に
対
す
る
関
心

と
愛
着
の
高
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
こ
の
城

址
と
桜
の
魅
力
向

上
に
注
力
し
て
参
り
ま
す
。

〈
Ｖ
Ｒ
ま
ち
歩
き
＆
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
〉

　

昨
年
９
月
に
福
井
県
が
公
開
し
た
、
往
時
の
福
井
城
を
Ｖ
Ｒ

（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
で
再
現
し
て
観
覧
で
き
る
ア

プ
リ
を
活
用
し
、
福
井
城
址
を
散
策
し
ま
し
た
。
現
実
と
仮
想

を
同
時
に
、
そ
し
て
古
地
図
や
写
真
、
音
声
ガ
イ
ド
と
併
せ
て

多
角
的
に
体
験
で
き
る
企
画
で
、
最
近
普
及
が
進
む
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー

グ
ル
で
の
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
、
先
端
技
術

と
観
光
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
た
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

〈
桜
カ
フ
ェ
＆
カ
リ
ブ
ス
ー
プ
フ
ェ
ス
〉

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
取
り
組
む
「
福
井
の
名
物
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
生
み
出
さ
れ
た
、
か
に
の
殻
出
汁
を
用
い
た
グ
ル
メ

ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ラ
ー
メ
ン
、
お
で

ん
、
お
こ
わ
、
そ
う
め
ん
、
と
試
作
販
売
を
重
ね
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
定
番
と
な
り
つ
つ
あ

る
『
お
で
ん
』
と
、
新
た
に
『
ス
ー
プ
ご
は
ん
』
を
来
場
の
皆

様
に
ご
堪
能
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
も
１
８
０
食
完
売
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
か
に
の
殻
出
汁
が
商
品
化
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

天
気
に
恵
ま
れ
、
桜
が
満
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開
催
と
な

り
、
２
０
１
９
年
度
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
幸
先
の
よ
い
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

４
月
定
期
総
会

４
月
定
期
総
会

　

４
月
24
日
（
水
）
に
福

井
商
工
会
議
所
ビ
ル　

地

下
国
際
ホ
ー
ル
に
て
、
定

期
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
総
会
に
は
、
川
田
会

頭
に
も
ご
臨
席
賜
り
、
青

年
部
に
対
す
る
激
励
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
で
は
、
第

１
号
議
案
「
平
成
30
年

度
事
業
報
告
（
案
）
並
び
に
収
支
決
算
（
案)

」
第
２
号
議
案

「
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
（
案
）」
第
３
号
議
案
「
第
40
回
全

国
大
会
ふ
く
い
鯖
江
大
会

（
仮
）
に
於
け
る
事
前
登
録

料
（
案
）」
第
４
号
議
案

「
２
０
１
９
年
度
収
支
予
算

（
案
）」
こ
れ
ら
す
べ
て
の

議
案
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
17
名
の
会
員
が

入
会
し
、
自
己
紹
介
を
兼

ね
た
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、

新
入
会
員
に
と
っ
て
は
、

絶
好
の
Ｐ
Ｒ
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

五
十
嵐
直
前
会
長
か
ら
、

朝
田
会
長
へ
の
会
長
バ
ッ

チ
継
承
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
例
会

５
月
例
会

　

５
月
29
日
（
水
）
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル　

地
下
国
際
ホ
ー

ル
に
て
、
５
月
例
会
～
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
楽
し
む
た
め
に
～
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
例
会
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
を
楽
し
み
な
が
ら
積
極
的

に
事
業
へ
参
加
す
る
意
識
を
会
員
に
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
の
意
義

や
目
的
、
会
員
自
身
が
得
ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
、
参
加
者
同
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な
が
る
人
脈
を
作
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
小
紫
真
由
美
氏
に

「
初
対
面
力
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
大
切
さ

や
コ
ツ
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

ス
キ
ル
の
再
確
認
や
自
分
に

無
か
っ
た
ス
キ
ル
を
学
び
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
朝
田
会
長
と
講

師
が
実
際
に
名
刺
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進
め

方
や
、
会
話
の
コ
ツ
な
ど
を

丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
講
演
と
実
演
で

学
ん
だ
ス
キ
ル
を
、
メ
ン

バ
ー
間
で
実
際
に
名
刺
交
換

を
行
い
な
が
ら
再
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
苦
手
意
識
を
持
っ

て
い
た
メ
ン
バ
ー
も
堂
々
と

し
た
名
刺
交
換
で
自
己
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
ま
た
相
手
の
事
を

聞
き
出
す
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
一
生
懸
命
に
相
手
の
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
チ
ャ
ン

ス
の
入
り
口
に
な
る
名
刺
交

換
ス
キ
ル
を
学
べ
ま
し
た
。

士
で
考
え
ま
し
た
。

　

昨
年
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
事
業
を
開
催
し
た
学
校
に
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
担
当
し
て
い
る
先
生
方
の
本
音
を
紹
介
し
、

依
頼
し
た
動
機
や
そ
の
後
の
子
ど
も
た
ち
の
変
化
、
今
後
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
期
待
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
に
つ
い
て
依
頼
者
側

の
考
え
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
取
り
組
む
キ
ャ
リ
ア
教

育
事
業
が
実
際
に
ど
う
貢
献
で
き
、
今
後
ど
う
事
業
を
構
築
し
、

ど
の
よ
う
な
意
識
で
取
り
組
ん
で
い
く
か
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
自
分
が
講
師
と
し
て
子
ど
も
た
ち

に
仕
事
を
伝
え
る
こ
と
を
想
定
し
た
「
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
プ

ラ
ン
作
成
シ
ー
ト
」
に
自
身
の
事
業
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
記
入
し
、
自
身
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
内
に
は
新
入
会
員
と
、
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
講
師
経

験
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
メ
ン
バ
ー
を
織
り
交
ぜ
て
配
置
し
た
こ

と
に
よ
り
、
会
員
間
の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

業
種
や
会
員
歴
な
ど
の
垣
根
を
越
え
て
多
く
の
意
見
が
飛
び
交

い
、
建
設
的
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
例
会
を
通
し
て
、
多
く
の
会
員
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
参
加

す
る
こ
と
の
意
義
や
そ
こ
で
得
ら
れ
る
効
果
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

６
月
例
会

６
月
例
会

　

６
月
26
日
に
福
井
商
工
会
議
所
地
下
国
際
ホ
ー
ル
に
て
６
月

例
会
「
相
手
の
記
憶
に
残
り
、
仕
事
に
つ
な
げ
る
！
名
刺
交
換

営
業
術
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
例
会
に
お
い
て
、
我
々
メ
ン
バ
ー
全
員
が
初
対
面
力
を
身

に
付
け
、
積
極
的
な
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
事
業
の
成

功
は
勿
論
の
こ
と
、
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

Y
E
G
交
流
会

Y
E
G
交
流
会

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

福
井
県
内
に
我
々
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を

含
め
た
７
つ
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
（
武
生
、
福

井
、
鯖
江
、
敦
賀
、
小
浜
、
勝
山
、

大
野
）
が
活
動
し
て
お
り
、
福
井
県

商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
（
福
井

県
連
）
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
福
井
県
連
で
は
、
県
内
Ｙ
Ｅ

Ｇ
同
士
の
交
流
の
機
会
と
し
て
毎
年

Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会
と
い
う
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
相
互
に
地
域
を
行
っ
た
り

来
た
り
す
る
こ
と
で
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会
で
は
、
武

生
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
武
生
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
地
元
、
越
前

市
を
訪
問
し
、
街
歩
き
を
実
施
！

「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
と
い
う
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
な
が
ら

写
真
を
撮
る
こ
と
で
点
数
を
集
め
、

チ
ー
ム
対
抗
で
競
い
合
う
と
い
う
企

画
を
準
備
し
て
く
だ
さ
り
、
大
変
楽

し
く
街
歩
き
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
「
パ
シ
ャ
リ
」
！

　

そ
の
他
に
も
思
い
思
い
の
写
真
を

「
パ
シ
ャ
リ
」
！

　

歴
史
あ
る
武
生
の
街
並
み
を
散
策

し
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
場
所
を
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発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
歩
い
た
後
は
ビ
ー
ル
が
お
い
し
い
！
懇
親
会
も
た

く
さ
ん
の
余
興
企
画
を
催
し
て
く
だ
さ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
！
そ
し
て
最
後
は
み
ん
な
で
記
念
撮
影
。

　

素
晴
ら
し
い
設
え
で
我
々
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
武
生

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
例
会

７
月
例
会

　

７
月
24
日
、
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
国
際
ホ
ー
ル
に
て
７
月

例
会
～
Ｙ
Ｂ
Ｉ
福
井
！
全
国
大
会
第
１
分
科
会
でVisit Fukui 

Again

～
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
３
月
に
福
井
県
連
主
管
（
主
た
る
開
催
地
：
鯖

江
）
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
お
い
て
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
も

全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
を
招
い
て
分
科
会
を
行
い
ま
す
。
本

例
会
で
は
、
こ
の
分
科
会
の
企
画
案
を
プ
レ
ゼ
ン
発
表
し
、
こ

れ
を
基
に
会
員
の
皆
様
の
様
々
な
意
見
を
聴
取
し
、
議
論
を
行

い
、
今
後
の
企
画
構
築
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

活動報告

　

プ
レ
ゼ
ン
発
表
は
Ｙ
Ｂ
Ｉ

室
よ
り
「
主
役
は
君
だ
！
～

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
で
歴
史

上
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
撮
ろ
う

～
」「
福
井
の
未
来
の
礎
を
築

く

～Visit　

Fukui Again

～
」「
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

ふ
く
い
キ
ャ

リ
ア
教
育
サ
ミ
ッ
ト
」
の
３

案
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

福
井
の
歴
史
や
文
化
、
取
組

み
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
全

国
か
ら
の
参
加
者
が
楽
し
め
、

ま
た
福
井
に
家
族
や
友
人
を
連
れ
て
来
た
く
な
る
よ
う
な
ア
イ

デ
ア
を
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
企
画
の
意
見
を
聴
取
す
る
に
あ
た
り
、
今
回
は
福
井

初
来
訪
で
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出
向
し
て
い
る
２
名　

吉
田
茂
司
君

（
相
模
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）、
沼
田
周
丈
君
（
津
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
に
も
ゲ
ス
ト

参
加
し
て
頂
き
、
メ
ン
バ
ー
と
は
違
っ
た
視
点
で
の
コ
メ
ン
ト

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
分
科
会
企
画
案
を
討
論
す
る
に
辺
り
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

で
は
初
と
な
る
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
意
見
を
集
約
し
て
議
論
に
繋
げ
る
や
り

方
を
採
用
し
、
各
自
新
し
い
試
み
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
新
鮮
で

実
の
あ
る
議
論
に
な
り
、
今
後
の
分
科
会
構
築
が
楽
し
み
と
な

る
例
会
に
な
り
ま
し
た
。

え
き
ま
え
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ

え
き
ま
え
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ

　

８
月
17
日
（
土
）
福
井
市
に
ぎ
わ
い
交
流
施
設
ハ
ピ
リ
ン

ホ
ー
ル
並
び
に
福
井
市
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
の
各
商
業
施
設
に

て
、「
え
き
ま
え
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
２
０
１
９
」（
主
催
：
ま

ち
づ
く
り
福
井
（
株
）、
共

催
：
福
井
商
工
会
議
所
青
年

部
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
12
回
目
と
な
る
本

事
業
は
、
子
ど
も
達
が
駅
前

に
あ
る
実
際
の
店
舗
な
ど
へ

６
つ
の
分
野
（
販
売
、
サ
ー

ビ
ス
、
美
容
、
飲
食
、
放
送
、

鉄
道
）
に
分
か
れ
、
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
厳
し
さ
や
素

晴
ら
し
さ
、
誇
り
や
や
り
が
い
を
学
ん
で
い
た
だ
く
事
業
で
す
。

　

我
々
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
も
、
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
で
且
つ
楽

し
そ
う
な
表
情
や
、
体
験
を
通
し
て
の
感
想
を
聞
き
、
自
分
達

の
仕
事
を
見
つ
め
直
す
機
会
、
働
く
と
い
う
事
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
度
は
、
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
と
し
て
参
加

さ
れ
た
保
護
者
を
対
象
に
『
ミ
ラ
イ
の
チ
カ
ラ
～
子
ど
も
の
チ

カ
ラ
を
引
き
出
そ
う
！
～
』
を
同
時
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、

教
育
環
境
も
変
わ
っ
て
い
く
中
で
変
化
に
対
応
す
る
『
ミ
ラ
イ

の
チ
カ
ラ
』
と
は
何
か
。
企
業
が
求
め
る
人
財
の
資
質
・
能
力
、

家
庭
教
育
の
関
連
性
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
家
庭
で
実
践
す
る
大

切
さ
や
面
白
さ
を
少
し
で
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
子
ど
も
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対
す
る
率
直
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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活動報告

　

今
回
は
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
企

業
に
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
キ
ャ
ノ
ン
を

製
造
し
、
来
場
者
の
注
目
を
集
め

る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　

馬
威
し
水
か
け
祭
り
２
０
１
９

は
2
回
の
レ
ー
ス
を
し
ま
し
た
。

　

1
回
目
は
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
レ
ー

ス
部
門
で
着
順
を
競
い
、
市
長
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
回
目
は
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
パ

レ
ー
ド
部
門
で
四
方
八
方
か
ら
ポ

ン
プ
の
水
が
か
か
り
ま
す
。

　

佐
佳
枝
廼
社
で
は
縁
日
広
場
を

開
催
し
親
子
で
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
泡
マ
シ
ー
ン

も
登
場
し
バ
ブ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
で

す
。
会
場
が
泡
だ
ら
け
で
誰
が
誰

だ
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
。
大
人
も

子
ど
も
も
は
し
ゃ
ぐ
楽
し
い
企
画

と
な
り
ま
し
た
。

　

年
々
大
き
い
企
画
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
各
所
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
参
加
者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
事
故
も
な
く
盛
り
上
が
っ
て
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
来
年
も
ぜ
ひ
と
も
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
家
庭
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
と
繋
が
る
重
要
性
を
確
信
で
き
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
り
、
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
よ
り

多
く
の
保
護
者
の
方
々

へ
発
信
し
て
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

８
月
例
会

８
月
例
会

　
「
第
66
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り
」
メ
イ
ン
会
場
に
て
、

「
馬
威
し
水
か
け
祭
り
２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
本
事
業
の
認
知
度
も
あ
が
り
、
当
日

受
付
を
含
め
約
３
０
０
名
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。
レ
ー
ス
、

パ
レ
ー
ド
の
両
方
に
参
加
し
た
方
も
多
く
、
延
べ
５
０
０
名
超

の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
34
度
を
超
え
る
気
温
で
、
ま
さ
に
水
か
け
日
和
。

大
型
の
タ
ン
ク
や
、
沿
道
に
設
置
し
た
プ
ー
ル
な
ど
で
約
20
ト

ン
の
水
を
準
備
。
沿
道
の
多
く
の
来
場
者
か
ら
水
か
け
祭
り
参

加
者
へ
水
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
水
か
け
祭
り
の
参
加
者

と
、
沿
道
か
ら
水
を
か
け
る
来
場
者
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

　

９
月
２
日
（
月
）
～
６
日
（
金
）

の
日
程
で
、
夏
期
キ
ャ
リ
ア
教
育

（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
流
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
事

業
～
自
分
の
将
来
像
を
描
き
、
自
分

自
身
へ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
た
め
に
～
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、「
福
井
県
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
５

日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中

に
３
社
１
コ
ー
ス
で
実
習
に
参
加
い

た
だ
く
事
業
で
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し

て
3
コ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
様
に
は
、
福
井
県
内
に

は
多
く
の
企
業
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
受
入
企
業
の
経
営
理
念

や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
意
見
交
換

す
る
機
会
も
設
け
る
こ
と
で
、
よ
り

深
く
企
業
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
様
に
は
コ
ー
ス
毎
に
チ
ー
ム
を
組
み
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
へ
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
初
日
こ
そ
緊
張
感

た
っ
ぷ
り
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終
日
は
チ
ー
ム
内
の
雰
囲

気
も
よ
く
、
ま
た
発
表
も
積
極
的
か
つ
自
信
を
も
っ
て
臨
ん
で

お
り
ま
し
た
の
で
、
実
り
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
事
業
を
通
じ
て
、
学
生
の
皆
様
に
は
「
福
井
で
就
職
す
る
」

と
い
う
こ
と
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
の
お
手
伝
い

が
で
き
た
事
業
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
体
の
資
質
を
上
げ
る
例
会
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
て
炉
を
囲
み
競
技
の
話
や
今
後
の
福

井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
取
り
組
み
等
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
更
な
る
絆
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

10
月
例
会

10
月
例
会

　

10
月
例
会
「
第
37
回
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
大
会　

越
前
お
お
の
大

会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
日
本
商
工
会

議
所
青
年
部
の
中
地
区
に
あ
た
る

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
井
・
滋
賀
・

京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・
奈
良
・
和

歌
山
）
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
に
所
属
す

る
各
県
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
集
ま
っ
て
開

催
さ
れ
る
の
が
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
。
企
業
の
発
展
と
豊
か
な
地
域

社
会
の
形
成
を
実
現
す
る
た
め

に
、
青
年
経
済
人
が
互
い
に
交
流

と
連
携
の
輪
を
拡
げ
る
大
会
で

す
。

　

第
37
回
と
な
る
今
年
の
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
は
、
福
井
県
商
工
会

議
所
青
年
部
連
合
会
（
福
井
県

連
）
の
大
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
主
管
と
な

り
、「
結ゆ
う

情
じ
ょ
う

Ｍ
Ａ
Ｘ 

～
集
え
結ゆ
い

の
故く

に郷
へ
！
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
結ゆ
う

人じ
ん

達
よ

～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

〈
受
入
企
業
〉

　
　

�

太
田
木
材
株
式
会
社
、
株
式
会
社
サ
ン
テ
ン
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
、
今

井
労
務
経
営
事
務
所
、
北
出
経
営
労
務
事
務
所
、
清
水
法

律
事
務
所
、
有
限
会
社
堀
江
商
店
、
福
井
精
米
株
式
会
社
、

株
式
会
社
越
前
か
に
成
前
（
順
不
同
）

９
月
例
会

９
月
例
会

　

９
月
28
日
（
土
）
す
か
っ
と
ラ
ン
ド
九
頭
竜
に
て
9
月
例
会

「
つ
な
げ
よ
う
！
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
環
～
仲
間
と
の
絆
が
福
井
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
資
質
を
上
げ
る
～
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
新
た
な
仲
間

と
の
絆
を
深
め
る
為
、
青
年
経

済
人
に
必
要
と
さ
れ
る
７
つ
の

力
（
伝
達
力
、
嗅
覚
力
、
底
力
、

行
動
力
、
先
見
力
、
達
成
力
、

集
中
力
）
を
含
む
競
技
を
通
し

て
お
互
い
が
支
え
合
い
、
協
力

し
て
課
題
を
進
め
、
絆
が
育
ち

活動報告

　

当
日
は
大
型
で
猛
烈
な
台
風
19
号
が
日
本
列
島
に
接
近
。
１

都
６
県
に
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
る
中
、
開
催
地
で
あ
る
大
野

市
は
、
風
は
強
い
も
の
の
注
意
報
ど
ま
り
。
７
つ
あ
る
分
科
会

の
う
ち
、
２
つ
が
中
止
・
変
更
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
日
程
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
大
野
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
、
行
っ
た
と
し
て
も
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
…
。
そ
ん
な

状
況
の
中
で
大
野
に
集
ま
っ

て
く
れ
た
結ゆ
う

人じ
ん

達
。
来
年
の

奈
良
県
橿
原
市
で
開
催
さ
れ

る
第
38
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
向
け
、
結ゆ
う

情
じ
ょ
う

Ｍ
Ａ
Ｘ

と
な
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

11
月
例
会 

45
周
年
記
念
事
業

11
月
例
会 

45
周
年
記
念
事
業

　

11
月
16
日
（
土
）、
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
創
立
45
周
年

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
清
水
則
明
副
会
頭
を
は
じ
め
と

す
る
来
賓
の
方
々
や
、
県
内
外
の
青
年
部
会
員
も
多
数
参
加
し
、

総
勢
１
７
０
名
が
参
加
す
る
記
念
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
地
域
を
考
え
る
記
念
講
演

　

記
念
講
演
で
はissue

＋design

の
筧
裕
介
氏
を
迎
え　
「
持

続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
て
」
の
テ
ー
マ
に
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
）
の
考
え
に
よ
る
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活動報告

12
月
例
会

12
月
例
会

　

家
族
例
会
～
家
族
と
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
～

　

日
時
：
12
月
８
日
（
日
）
11
：
00
～
15
：
00

　

場
所
：
出
雲
記
念
館
（
３
Ｆ
ハ
ピ
ネ
ス
ホ
ー
ル
）

12
月
定
期
総
会

12
月
定
期
総
会

　

12
月
18
日
（
水
）
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル　

国
際
ホ
ー
ル
に

て
12
月
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
第
一
号
議
案　

令
和
２
年
度
役
員
選
出

（
案
）、
第
二
号
議
案　

令
和
２
年
度
基
本
方
針
（
案
）、
第
三

号
議
案　

令
和
２
年
度
暫
定
予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
こ
れ

ら
全
て
が
全
会
一
致
に
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部　

第
42
代
会
長
が
中

川
知
士
君
（
有
限
会
社
中
川
鉄
工
）
が
承
認
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
現
改
突
破
～
超
え
ろ
！
地
域
発
展
の
礎
に
な
る
た
め
に
～
」

の
も
と
、
次
年
度
は
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
１
名
の
会
員　

吉
岡
正
博
君
（
吉
岡
幸
株
式

会
社
）
が
入
会
し
、
朝
田
会
長
よ
り
会
員
バ
ッ
チ
を
授
与
し
Ｙ

Ｅ
Ｇ
活
動
に
対
す
る
抱
負
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
も
残
り
約
３
ヶ

月
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
大
会
や

全
国
大
会
な
ど
福
井
県
、
全
国
の

Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
の
交
流
す
る
機
会

が
あ
り
ま
す
「Be a Leader

～

自
分
を
磨
き
、
積
極
的
な
交
流
を

通
じ
て
磨
き
合
お
う
～
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
１
３
３
名
で
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
、
一
つ
の
地
域
課
題
は
複
数
の

課
題
に
も
連
鎖
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
域
課
題
の
１
つ
１
つ
を

個
別
で
対
応
す
る
よ
り
も
、
包
括

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、

負
の
循
環
を
正
の
循
環
に
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
地
域
の
様
々
な
団
体
や
企

業
が
連
携
し
て
地
域
の
持
続
的
発
展
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
筧

氏
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

45
周
年
記
念
式
典
～
次
の
５
年
を
見
据
え
て
～

　

記
念
式
典
で
は
、
朝
田
会
長
や

清
水
副
会
頭
の
ご
挨
拶
か
ら
は
じ

ま
り
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
も
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
青
年
部
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

「
越
境
し
学
び
を
得
て
、
社
会
実

装
す
る
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を

発
表
。
今
後
５
年
間
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
と
に
青
年
部
活
動
を
行
う
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
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し
た
。

　

本
例
会
を
通
し
て
、
次
年
度

以
降
も
保
護
者
に
向
け
て
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
、
更
に
保
護
者
向
け

キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
「
ミ
ラ
イ

の
チ
カ
ラ
」
を
次
年
度
以
降
も

継
続
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、「
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ

ズ
」
と
併
用
し
て
い
く
こ
と
で

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

事
業
が
更
な
る
広
が
り
と
ブ
ラ

ン
ド
力
の
増
加
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
し
ま
す
。

全
国
大
会

全
国
大
会

　

２
月
19
日
（
水
）
～
23
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
商

工
会
議
所
青
年
部　

第
39
回
全
国
大
会　

ふ
じ
の
く
に
静
岡
ぬ

ま
づ
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
大
会
は
、
年
に
1
度
開
催
さ
れ
る
日
本
商
工
会
議

所
青
年
部
が
主
催
す
る
一
大
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
、
静
岡
県
沼
津
市
を
中
心
に
静
岡
県
内
各
地
に
お

い
て
各
種
会
議
、
分
科
会
、
大
懇
親
会
、
記
念
式
典
、
記
念
講

演
、
記
念
事
業
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
４
日
間
通
じ
多
く

事
業
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
よ
り
７
，
６
９
７
名
も
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
集
結
し
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
存
在
意
義
、
絆
を
再
確
認
出
来
た
大
変
素
晴
ら
し
い

大
会
で
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
分
科
会
も
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
富
士
山
の
美
し
さ
、
存
在
の
あ
り
が
た
さ
を
体
感

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
福
井
県
鯖
江
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
た
め
、

記
念
式
典
で
は
大
会
旗
を
継
承
し
福
井
県
連
メ
ン
バ
ー
総
出
で

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

１
月
例
会

１
月
例
会

　

１
月
22
日
（
水
）
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
て
１
月
例
会
～
ミ
ラ
イ
の
チ
カ
ラ
の
そ
の
先
に
～

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
、
保
護
者
に
向
け
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
継

続
し
て
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
、
ま
ず
は
会
員
自

身
が
、
そ
の
意
義
や
重
要
性
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
に
本
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
の
講
師
を
経
験
さ
れ
た
保
護
者
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
教
育
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
課
題

や
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
期
待
で
き
る
効
果
な
ど
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
に
て
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
自
身
が
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
知
る
こ
と
や
、
私

た
ち
青
年
経
済
人
が
保
護
者
に

向
け
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
へ

の
期
待
も
話
し
て
頂
き
、
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
保
護
者
に
向
け

て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
の
意
義
や
重
要
性
を

多
く
の
会
員
に
理
解
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
家
庭
の
中
で

社
会
人
基
礎
力
を
基
に
し
た
子

供
と
の
接
し
方
を
会
員
自
身
が

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
考
え
て
い

た
だ
き
、
担
当
委
員
会
に
よ
る

寸
劇
を
通
し
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
の
解
答
例
の
発
表
を
行
い
ま

活動報告
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特集

Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ

　
〜
未
来
に
価
値
を
生
み
出
す
実
践
者
で
あ
る
た
め
に
〜

45
周
年
実
行
委
員
会
　
委
員
長

　
坂
田
　
守
史

福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
45
周
年
記
念
事
業

特集：創立45周年記念事業

　

11
月
16
日
（
土
）
青
年
部
創
立
45
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
福
井
県
内
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
他
、
県
外
の
各
Ｙ
Ｅ
Ｇ
や
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
、

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
じ
さ
い
会
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
関
連
団
体
、
来
賓
等
も
合
わ
せ
総
勢
１
７
０
名
が
参
加
す
る
記
念
事
業

に
な
り
ま
し
た
。

記
念
式
典

　

記
念
式
典
で
は
、
佐
々
木
副
会
長
の
開
会
宣
言
か
ら

は
じ
ま
り
、
朝
田
会
長
の
主
催
挨
拶
、
清
水
副
会
頭
の

ご
挨
拶
、
ご
来
賓
の
福
井
副
知
事
中
村
さ
ま
、
福
井
市

商
工
労
働
部
長
北
村
さ
ま
か
ら
青
年
部
へ
の
期
待
を
込

め
た
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
40
周
年
か

ら
45
周
年
ま
で
福
井
Ｙ

Ｅ
Ｇ
を
牽
引
し
て
き

た
、
菊
・
森
下
・
山

岸
・
北
出
・
五
十
嵐
歴

代
会
長
へ
感
謝
状
を
朝
田
会
長
よ
り
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
越
境
し
学
び

を
得
て
、
社
会
実
装
す
る
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
45
周
年
実
行
委

員
会
が
中
心
と
な
り
、
会
員
の
意
見
も
交
え
な
が
ら
、

今
後
5
年
を
見
据
え
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
あ
る
べ
き
姿
を

考
え
て
き
ま
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
「
時
代
の
変
化
を

捉
え
な
が
ら
、
未
来
志
向
で
豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
を

記
念
講
演

　

記
念
講
演
で
は
、「
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
て
」

と
題
し
、issue

＋design

の
筧
裕
介
氏
を
迎
え
、
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
指
針
と
な
る
よ
う
なSD

Gs

の
考
え
か
ら
地
方
創
生

の
複
層
す
る
地
域
課
題
を
い
か
に
見
つ
め
、
負
の
循
環

を
正
の
循
環
に
し
て
い
け
る
か
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
域
に
は
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
課
題
は
複
数

の
課
題
に
も
影
響
し

あ
っ
て
い
る
こ
と
、
一

つ
の
課
題
が
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
い
て
全
体
に

影
響
し
て
い
る
か
を
示

し
、
地
域
課
題
を
複
眼

的
に
見
据
え
、
解
決
し

て
い
く
視
点
を
学
び
ま

し
た
。
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特集

Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ

　
〜
未
来
に
価
値
を
生
み
出
す
実
践
者
で
あ
る
た
め
に
〜

45
周
年
実
行
委
員
会
　
委
員
長

　
坂
田
　
守
史

福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
45
周
年
記
念
事
業

 45
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年
に
向
け
て
、
45
周
年
実
行

委
員
会
で
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
5
年
の
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
を
合
わ
せ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
5
年
後
と
い

う
と
、
創
立
50
周
年
と
い
う
半
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
を

刻
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
45
周
年
は
、
そ
の
一
歩
を
踏

み
出
す
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
し
て
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
そ
の
歩
み
の
指
針
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
育
ま
れ
て

き
た
も
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
5
年
で
実
現
し
て
い

く
こ
と
、
今
回
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
を
盛
り
込
ん
で
作
成
し
ま
し
た
。
創
立
50
周
年
の

時
に
は
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
歩
み
を

つ
づ
け
て
い
く
も
の
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
45
周
年
か
ら
ま
た
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
新
た
に
進
化

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

グ
で
は
、
福
井
市
の
照
恩

寺
・
朝
倉
住
職
に
よ
る
テ

ク
ノ
法
要
・
読
経
ラ
イ
ブ

で
、
会
場
は
全
く
別
の
雰
囲

気
に
。
ラ
イ
ブ
後
は
、
朝
倉

住
職
に
よ
る
法
話
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
「
さ
く

ら
い
と
」
の
出
演
、
朝
倉
住

職
に
よ
る
テ
ク
ノ
法
要
の
演

出
は
、
今
回
の
記
念
事
業
の

テ
ー
マ
に
あ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
未
来
へ
を
元
に
、

福
井
の
未
来
を
つ
く
る
新
た

な
取
組
み
や
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
方
を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
致

し
ま
し
た
。

つ
く
る
」、
活
動
で
大
切
に

す
る
バ
リ
ュ
ー
や
、
マ
イ
ン

ド
な
ど
を
発
表
し
、
こ
れ
か

ら
の
5
年
間
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
活
動
の
指
針
と
し
て
実

践
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

祝
賀
会

　

祝
賀
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
福
井
県
の
伝
統
工
芸

を
応
援
す
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
さ
く
ら
い
と
」
に

よ
る
「
水
灰
色
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
の
歌
の
披
露
。
そ

の
後
、
朝
田
会
長
の
挨
拶
、
有
定
県
連
会
長
に
も
ご
挨

拶
を
賜
っ
た
後
、
堀
田
あ
じ
さ
い
会
会
長
の
乾
杯
で
祝

賀
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
祝
賀
会
の
料
理
で
は
、

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
よ
る
、
お
菓
子
や
食
べ
物
・
酒
の

ブ
ー
ス
の
出
展
で
お
も
て
な
し
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ン
デ
ィ
ン

特集：創立45周年記念事業
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特集：会員大会「福井大会」

特集

第
36
回
会
員
大
会
「
福
井
大
会
」
　
実
行
委
員
長

　
森
　
淳
一
郎

第
36
回
会
員
大
会
「
福
井
大
会
」

　

昭
和
57
年
７
月
発
行　

会
報
第
４
号　

に
は
、「
福
井

県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の
設
立
総
会
と
会
員
大

会
が
、
７
月
６
日
午
後
、
鯖
江
市
の
鯖
江
商
工
会
館
な

ど
二
会
場
で
行
わ
れ
た
。」
と
あ
り
ま
す
。
県
連
の
設
立

と
同
時
に
、
第
一
回
の
会
員
大
会
が
開
催
さ
れ
た
わ
け

で
す
。
で
は
な
ぜ
こ
の
時
な
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
こ

の
翌
年
の
昭
和
60
年
11
月
、
福
井
で
初
め
て
の
全
国
大

会
開
催
が
控
え
て
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
県
連
と
し

て
の
結
束
こ
そ
が
全
国
大
会
を
成
功
に
導
く
と
の
こ
と

か
ら
設
立
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
目
的
と
重
要
性

は
、
そ
の
成
功
の
歴
史
が
証
明
し
て
い
ま
す
。
我
々
が

い
ま
置
か
れ
て
い
る
状
況
も
、
正
に
35
年
前
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
時
、
本
大
会
に
求
め
ら
れ

る
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
を
、
は
っ
き
り
と
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
本
大
会
に
は
大
き
く
２
つ
の
目
的
を
設

定
し
ま
し
た
。

　

①
全
国
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
幸
せ
」
に
つ
い
て

会
員
全
員
が
自
分
事
と
し
て
今
一
度
考
え
、
幸
せ
を
広

め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
こ
と
。

　

全
国
大
会
し
あ
わ
せ
福
井
さ
ば
え
大
会
で
は
、
幸
福

度
日
本
一
で
あ
る
福
井
の
魅
力
を
「
し
あ
わ
せ
の
も
と
」

と
し
て
全
国
に
発
信
、
そ
れ
と
同
時
に
「
し
あ
わ
せ
っ

て
な
に
？
」
と
い
う
こ
と
を
全
国
の
メ
ン
バ
ー
に
問
い

か
け
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
自
身
に
幸
福
度
日

本
一
と
い
う
実
感
が
欠
け
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
我
々
自
身
に
問
い
か
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

2
月
15
日
（
土
）
第
36
回
福
井
県
連
会
員
大
会 

福
井

大
会
「
福
井
一
願 
～
令
う
つ
く
し
い 

し
あ
わ
せ
福
井　

ひ
と

つ
の
和
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
福
井
駅
前

の
響
の
ホ
ー
ル
と
ユ
ア
ー
ズ
ホ
テ
ル
フ
ク
イ
。
北
陸
新

幹
線
開
業
に
向
け
て
再
開
発
が
決
定
し
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
三
角
地
帯
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
こ
の
場
所
で
事
業
を

行
う
の
は
こ
れ
が
最
後
。
時
代
の
変
わ
り
目
を
象
徴
す

る
こ
の
場
所
で
、
１
年
後
に
控
え
た
全
国
大
会
に
向
け

て
福
井
が
一
願
（
一
丸
）
と
な
っ
た
、
み
ん
な
の
記
憶

に
残
る
会
員
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
私
は
本
大
会
の
実
行
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
森
淳
一
郎
で
す
。
県
連

全
体
の
一
大
事
業
を
任
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
き

な
責
任
を
感
じ
、
入
会
４
年
目
、
県
連
出
向
は
も
ち
ろ

ん
初
め
て
と
い
う
経
験
値
で
、
果
た
し
て
期
待
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
し
か
し
、
初
め
て
の
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
場
が

Ｙ
Ｅ
Ｇ
。
７
年
に
一
度
の
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
感
謝
し
、

精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
も
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
私
が
し
た
こ
と
は
、
歴
史
を
知
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も
、
県
連
は
い
つ
で
き
た
の

か
。
な
ぜ
会
員
大
会
は
始
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
教
え

て
く
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
会
報 

福
居
」
で
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
福
井
県
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
そ
の
会
員

企
業
に
お
勤
め
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
福
井
で
働
く
幸
せ

に
つ
い
て
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

交
え
な
が
ら
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
福
井
新
聞
社
様
や
講
演
講
師
の
高
野
翔
様
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
も
の
と
し
て
設
計
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
経
営
者
と
従
業
員
と
の
間
で
幸

せ
の
実
感
度
合
い
に
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
を
一
つ
の
切
り
口
に
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
働
く
環
境
か
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特集：会員大会「福井大会」

特集

第
36
回
会
員
大
会
「
福
井
大
会
」
　
実
行
委
員
長

　
森
　
淳
一
郎

第
36
回
会
員
大
会
「
福
井
大
会
」

　

②
福
井
県
連
の
結
束
力
を
高
め
、
全
国
大
会
の
成
功

に
向
け
て
福
井
が
一
願
（
一
丸
）
と
な
る
こ
と
。

　

式
典
で
は
、
翌
週
の
全
国
大
会
沼
津
大
会
か
ら
始
ま

る
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
決
起
会
を
行
い
ま
し
た
。
感
動

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
か
ら
始
ま
っ
た
決
起

会
で
は
、
西
村
大
会
会
長

よ
り
熱
い
想
い
と
大
い
な

る
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
全
国
大

会
の
在
り
方
が
変
わ
る
大

会
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う

期
待
で
、
皆
の
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
皆
の
想

い
を
一
つ
に
す
る
象
徴
と

し
て
の
「
纏
」
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
全
国

の
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
福

井
で
の
全
国
大
会
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
参
加
者
一
人

一
人
に
短
冊
に
書
い
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
集
め
て
纏

と
し
ま
し
た
。
こ
の
纏
を

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
持
っ

て
い
く
こ
と
で
、
福
井
の

皆
の
想
い
・
願
い
が
一
つ

と
な
っ
て
全
国
を
駆
け
巡

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆

が
自
分
事
と
し
て
取
り
組

ん
で
も
ら
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
、
願
い
を
込

め
ま
し
た
。
纏
制
作
の
導
入
演
出
と
し
て
は
、
朝
田
会

長
は
じ
め
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
執
行
部
の
み
な
さ
ん
に
素
晴

ら
し
い
演
劇
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
！
最
高
で
し

た
！
（
笑
）

　

大
会
を
終
え
て
、
特
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
こ
の
大
会
で
取
り
組
ん
だ
事
業
内
容
に
つ

い
て
、
と
て
も
前
向
き
な
評
価
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
け

た
こ
と
で
す
。「
し
あ
わ
せ
が
テ
ー
マ
の
全
国
大
会
を
ど

の
よ
う
に
形
に
す
る
か
、
そ
れ
が
見
え
る
事
業
内
容
だ
っ

た
」「
こ
ん
な
に
学
び
の
多
い
会
員
大
会
は
は
じ
め
て
」

と
い
っ
た
声
は
、
私
達
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
対

す
る
大
き
な
自
信
と
共
感
の
喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

も
う
一
つ
は
、
自
分
自
身
の
幸
せ
を
実
感
で
き
た
こ

と
で
す
。
幸
せ
指
標
に
も
あ
る
自
己
決
定
、
自
己
実
現
、

創
造
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
み
ん
な
と
の
繋
が

り
の
中
で
自
分
の
居
場
所
は
こ
こ
だ
と
言
え
る
場
所
。

そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の

Ｙ
Ｅ
Ｇ
だ
と
、
大
会
を

通
し
て
強
く
感
じ
ま
し

た
。
こ
こ
ま
で
一
緒
に

取
り
組
ん
で
き
た
メ
ン

バ
ー
、
支
え
て
く
れ
た

仲
間
、
大
会
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
の
感
謝
の
意
を

表
し
、
結
び
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。「
福
井
一

願
！
」

ら
福
井
の
幸
福
度
を
あ
げ
て
い
く
に
は
何
が
で
き
る
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
福
井
県
地
域
戦
略
部
の
藤
丸
伸
和
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
福
井
県
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
方
向
性
を
合

わ
せ
て
い
こ
う
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
一
人
一
人
に

働
く
幸
せ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
書
き
出
し
て
も
ら
い
、
翌
日

か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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１年間の振り返り

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

つ
な
が
り
拓
く
委
員
会

つ
な
が
り
拓
く
委
員
会

　

今
年
度
は
、
45
周
年
記
念
事
業
や
県
連

会
員
大
会
、
そ
し
て
来
年
度
の
全
国
大
会

に
向
け
た
準
備
と
大
き
な
事
業
が
重
複
し

た
一
年
で
し
た
。
朝
田
会
長
を
中
心
に
、

会
員
の
負
担
を
軽
減
し
て
1
つ
の
事
業
に

深
く
取
り
組
む
環
境
作
り
や
、
一
部
委
員

会
の
副
会
長
2
人
体
制
な
ど
、
従
来
の
型

に
と
ら
わ
れ
な
い
組
織
運
営
の
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
重
要
な
事
業
が
続
く

中
だ
か
ら
こ
そ
、
テ
ー
マ
や
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
い
っ
た
、
事
業
構
築
上
の
道
標
の
重
要

性
を
痛
感
し
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
外
で
は
、
知
事
や
会
頭
の
交
代

な
ど
の
変
化
も
あ
り
、
運
営
を
落
ち
着
か

せ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
も
あ
り
ま
し
た

が
、
会
内
で
は
、
今
後
の
青
年
部
活
動
を

代
表
す
る
新
し
い
事
業
や
取
組
み
が
芽
吹

い
て
き
ま
し
た
。
目
指
す
べ
き
組
織
や

事
業
構
築
に
向
け
た
課
題
は
多
い
で
す

が
、
今
回
の
組
織
運
営
の
取
組
み
や
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見

は
、
今
後
の
青
年
部
の
発
展
に
必
ず
繋
が

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

Be a Leader!!

～
自
分
を
磨
き
、
積
極

的
な
交
流
を
通
じ
て
磨
き
合
お
う
～
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
２
０
１
９
年
度
は
多

く
の
交
流
を
通
じ
て
自
分
を
磨
き
合
う
場

が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
試
み
を
行
う
こ
と
は
地
域
を
支

え
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
姿
で
あ
り
次
代

へ
の
先
導
者
と
し
て
の
責
任
で
も
あ
り

ま
す
。
ど
れ
ほ
ど
こ
の
言
葉
を
意
識
し

て
、
行
動
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
ほ
ど

こ
の
言
葉
を
仲
間
と
共
有
し
た
で
し
ょ
う

か
。
ど
れ
ほ
ど
こ
の
言
葉
を
周
り
に
広
げ

て
い
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、

自
分
の
中
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
は

リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
個
の
集
ま
り
が
組
織
に
な
り

力
を
発
揮
し
ま
す
。
一
人
一
人
の
成
長
が

組
織
の
力
と
地
域
に
力
を
宿
す
源
で
す
。

２
０
１
９
年
度
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
一
年
間

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
胸
を
張
っ
て
こ

れ
が
「Be a Leader!!

」
の
成
果
だ
と
言

え
る
も
の
が
習
得
で
来
た
と
き
、
そ
れ
が

我
々
の
大
き
な
財
産
。

　

未
来
を
つ
く
る
の
は
、
俺
た
ち
だ
！

　

規
約
を
遵
守
す
る
こ

と
は
勿
論
の
こ
と
、
事

業
の
実
施
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
効
率
化
や
最

適
化
な
ど
時
代
に
適
し
た
組
織
運
営
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
県
都
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
よ

り
質
の
高
い
運
営
を
心
掛
け
１
年
間
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
厳
格
な

運
営
で
は
な
く
慣
例
に
縛
ら
れ
る
残
念
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

６
年
ぶ
り
に
委
員
長
職
を
預
か
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
委
員
会
運

営
は
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
一
重

に
年
度
当
初
に
伝
え
た
事
を
３
人
の
副
委
員
長

が
実
践
し
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
協
力
し
て
く

れ
た
か
ら
こ
そ
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
無
い
進
め
方
で
あ
り
戸
惑
う
内
容
で
し

た
が
、
卒
業
年
度
で
も
あ
る
野
澤
さ
ん
が
上
期

率
先
し
て
そ
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
事
に
よ
り

他
の
メ
ン
バ
ー
も
意
識
し
て
く
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

野
澤
さ
ん
の
卒
業
を
御
祝
い
と
共
に
、
１
年

間
総
務
委
員
会
と
し
て
の
職
務
を
全
う
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
へ
の
感
謝
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
テ
ー
マ

は
「
一
緒
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を

楽
し
も
う
！
」。
担
当
例
会
で
は
、
福
井
Ｙ
Ｅ

Ｇ
内
の
会
員
交
流
を
目
的
に
運
動
会
と
懇
親
会

を
設
え
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
企
画
か
ら
運
営

ま
で
何
度
も
会
議
を
重
ね
て
準
備
し
、
楽
し
く

充
実
し
た
交
流
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
、
附
属
中
学
校
に
て
「
ア
ン
ト

レ
・
キ
ッ
ズ
」
が
開
催
さ
れ
、
当
委
員
会
か
ら

私
を
含
む
11
名
の
講
師
が
教
壇
に
立
ち
ま
し
た

　

新
入
会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
各
種
事
業
、
大

会
等
へ
参
加
を
重
ね
る
こ
と
で
成
長
し
て
い
く

姿
は
本
当
に
誇
ら
し
く
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
次
年
度
は
当
委
員
会
か

ら
多
数
の
役
員
を
輩
出
し
ま
す
。
次
年
度
の
活

躍
を
今
か
ら
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
副
会
長
、
副
委
員
長
を
は
じ
め
と

す
る
当
委
員
会
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
、
新
入

会
員
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
頂
い
た
福
井
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
1
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

副
会
長中

川　

知
士

佐
藤　

宏
隆

佐
々
木
俊
一

清
水　

孝
行

監　

事北
出　

慎
吾

天
野　

準
一

委
員
長玉

村　

訓
大

委
員
長吉

田　

純
也
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Ｙ
Ｂ
Ｉ
室

Ｙ
Ｂ
Ｉ
室

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
、

ま
た
今
後
も
な
い
で
あ

ろ
う
委
員
会
（
室
）
で
し
た
。
目
的
は
次
年
度

に
全
国
大
会
が
迫
る
中
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
近
ブ

ロ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
福
井
県
連
、
全
国
大
会
実
行
委
員

会
の
各
出
向
者
を
集
め
て
情
報
共
有
や
発
信
を

し
て
い
く
こ
と
で
し
た
。

　

会
を
背
負
っ
て
出
向
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は

皆
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
良
い
方
向
に
導
こ
う
と
い

う
意
識
が
強
く
、
日
頃
か
ら
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン

な
ど
で
も
積
極
的
な
意
見
や
情
報
交
換
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。
7
月
例
会
で
は
、
プ
レ
ゼ

ン
を
交
え
て
分
科
会
を
考
え
る
例
会
を
企
画

し
、
会
員
の
全
国
大
会
に
対
す
る
意
識
を
ど
の

よ
う
に
高
め
る
か
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｂ
Ｉ
の
由
来
は
、
あ
り
き
た
り
じ
ゃ
な
い

ヤ
バ
い
こ
と
を
し
て
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
の
興
味
関
心

を
深
め
よ
う
！
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

Be　

Interested

）

と
い
う
こ
と
で
す
。
次
年
度
は
Ｙ
Ｂ
Ｉ
メ
ン

バ
ー
の
思
い
を
実
ら
せ
、
全
国
か
ら
、
福
井
ヤ

バ
い
、
と
言
わ
れ
る
全
国
大
会
に
な
る
よ
う
力

を
合
わ
せ
ま
す
。

室　

長今
井　

順
也

Ｆ
ｕ
ｎ
キ
ャ
リ
委
員
会

Ｆ
ｕ
ｎ
キ
ャ
リ
委
員
会

　

初
め
て
の
委
員
長
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
仲
間
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
た
1
年
で

し
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
は
事
業
の
構
築
す

る
に
あ
た
り
建
設
的
な
意
見
や
協
力
を
し
て
も

ら
い
、
よ
り
楽
し
く
充
実
し
た
委
員
会
に
な
っ

て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様

に
は
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
を
始
め
と
す
る
事
業

に
能
動
的
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
ミ
ラ
イ

の
子
ど
も
達
に
将
来
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
度
、
保
護
者
向
け
キ
ャ
リ
ア
教

育
事
業
と
し
ま
し
て
「
ミ
ラ
イ
の
チ
カ
ラ
」
を

新
し
く
企
画
構
築
し
ま
し
た
。
保
護
者
に
も

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
く
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
達
は
家
庭
で
も
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
触
れ
て
、
家
庭
と
学
校
の
両
方
で
行
う
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
達
の
能
力
を
更
に
向
上
し

て
い
け
る
事
業
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
、
本
年
度
た
く
さ
ん
の
御
協
力
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

委
員
長見

谷　

純
次

楽
し
く
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

楽
し
く
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

に
ぎ
わ
い
創
生
委
員
会

に
ぎ
わ
い
創
生
委
員
会

　

ビ
ジ
ネ
ス
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ

も
「
楽
し
く
」
や
る
こ

と
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、「
楽
し
く
ビ
ジ
ネ

ス
委
員
会
」
と
名
を
つ
け
、
１
年
間
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
例
会
「
相
手
の
記
憶
に
残
り
、
仕
事
に

つ
な
げ
る
！
名
刺
交
換
営
業
術
」
で
は
、
今
後

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
チ
ャ

ン
ス
の
入
り
口
に
な
る
名
刺
交
換
ス
キ
ル
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
越
前
お
お
の
大
会
物
産
展
出

店
で
は
、
か
に
の
殻
出
汁
の
試
飲
を
し
て
も
ら

い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
に
よ
り
次
年
度
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
36
回
福
井
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

会
員
大
会
「
福
井
大
会
」
に
お
い
て
は
、「
福

井
で
働
く
幸
せ
」
に
つ
い
て
、課
題
を
抽
出
し
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
ま
で
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
事
業
を
「
楽
し
く
」
構
築
で
き

た
の
は
、
副
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
委
員
会

メ
ン
バ
ー
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
第
34
回

ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画

事
業
の
運
営
と
35
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画
事

業
企
画
、
8
月
例
会
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り

参
画
例
会
、
12
月
例
会
の
家
族
例
会
を
担
当
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
朝
田
会
長
の
基
本
方
針
を

私
な
り
に
解
釈
し
、
事
業
に
携
わ
る
方
々
が
自

由
に
発
想
し
企
画
運
営
で
き
る
環
境
を
作
り
出

す
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
と
思
い
委
員
会
運
営

を
行
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
は
委
員
長
と
し
て
運
が
良
か
っ
た
よ
う
で

委
員
会
メ
ン
バ
ー
方
々
に
と
て
も
恵
ま
れ
た
１

年
で
し
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
お
陰

で
こ
れ
ま
で
に
な
い
事
業
や
例
会
を
運
営
が
出

来
、
数
字
的
な
部
分
で
全
て
何
か
し
ら
記
憶
に

残
る
こ
と
が
出
た
委
員
会
で
し
た
。
皆
様
と
１

年
間
活
動
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
経
験

と
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
事
業
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
全
て
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
１
年
間
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
年
度
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

委
員
長小

前
田　

宙

委
員
長竹

内　
　

亨

１年間の振り返り
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令
和
２
年
度
の
県
連

会
長
を
控
え
、
今
年
度

は
筆
頭
副
会
長
と
し
て
県
連
に
出
向
し
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
は
青
年
部
活
動
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
久
し
ぶ

り
の
復
帰
と
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
県
下
７

単
会
の
メ
ン
バ
ー
が
理
事
と
し
て
集
ま
る
場
は

大
変
刺
激
的
で
し
た
。
敦
賀
、
小
浜
、
武
生
で

開
催
さ
れ
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会
に
は
有
定
会
長
と

共
に
全
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
国
大
会

で
の
分
科
会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
を
兼
ね
た
ま
ち

歩
き
に
参
加
、
各
地
の
街
の
魅
力
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会

委
員
長
の
役
割
も
い
た
だ
き
、
各
単
会
か
ら
集

ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
８
月
に
大
野
で
開
催
さ
れ

た
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
事
業
を
運
営
協
力
。
子
ど
も

達
に
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
是
非
、
皆
さ
ん
も
一
度
は
県
連
出
向
を
！

私
は
今
年
一
年
の
活
動
を
活
か
し
、
県
連
会
長

と
し
て
各
単
会
を
し
っ
か
り
と
全
国
大
会
開
催

に
向
け
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
に
引

き
続
き
、
２
０
１
９
年

度
も
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合

会
に
専
門
委
員
と
し
て
出
向
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
朝
田
会

長
の
ス
ロ
ー
ガ
ンBe a Leader 

～
自
分
を
磨

き
、
積
極
的
な
交
流
を
通
じ
て
磨
き
合
お
う

～
を
受
け
、
２
０
１
９
年
度
は
「
絆
の
力
委

員
会
交
流
会
班
」
に
所
属
し
ま
し
た
。
交
流

会
班
の
主
な
職
務
は
大
交
流
会
の
事
業
の
構

築
、
運
営
で
し
た
が
、
２
０
１
９
年
度
は
出
向

者
が
多
く
、
交
流
会
班
も
41
名
と
大
所
帯
で

し
た
。
２
ヶ
月
に
１
回
の
委
員
会
活
動
で
福

井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
以
外
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
で
福

井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
良
い
と
こ
ろ
や
、
当
た
り
前
が

当
た
り
前
で
な
い
こ
と
に
も
気
づ
く
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
個
人
事
業
主
と
し
て
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
に
出
向
す
る
こ
と
は
、
売
上
に
影
響
す

る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
売
り
上
げ
以
上

に
得
る
も
の
は
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
所
で
知
り
得
た
こ
と
や
仲
間
を
糧

と
し
、
こ
れ
か
ら
も
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
為
に
な
る

よ
う
に
尽
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

菊　
　

祥
行

宮
田
由
紀
恵

１年間の振り返り

２
０
１
９
年
度 

出
向
者

２
０
１
９
年
度 

出
向
者

　

私
は
本
年
度
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
に
初
め
て
出
向
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員

会
で
は
、
全
国
の
単
会
悩
み
や
成
功
事
例
な
ど

を
公
募
し
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
長
と
訪
問
し
て

膝
を
突
き
合
わ
せ
て
懇
談
し
、
悩
み
の
解
決
や

情
報
の
収
集
共
有
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
24
の
単
会
を
会
長
・
執
行
部
と
一
緒

に
訪
問
し
て
、
外
を
見
る
事
で
の
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
凄
さ
や
足
り
て
い
な
い
部
分
、
ま
た
全
く
違

う
視
点
な
ど
、
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

全
国
の
単
会
の
共
通
課
題
と
し
て
は
、
会
員

増
強
と
例
会
出
席
率
向
上
が
あ
り
ま
す
。
共
通

し
て
感
じ
た
の
は
新
入
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
を

し
っ
か
り
と
し
て
、
役
割
を
与
え
、
活
動
の
楽

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
事
が
出
席
率
と
会
員
増
強

の
肝
だ
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
く
な
け
れ
ば
Ｙ
Ｅ
Ｇ
じ
ゃ
な
い
。

　

楽
し
い
と
こ
ろ
に
人
は
集
ま
り
ま
す
。

　

次
年
度
は
い
よ
い
よ
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
員
一
人
一
人
が
自
分
ご
と
と
し
て
捉

え
、
主
体
的
に
活
動
す
る
事
で
最
高
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

髙
木　

秀
樹

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
っ

て
３
年
目
で
し
た
が
朝

田
会
長
や
高
木
さ
ん
の
お
誘
い
を
受
け
初
出
向

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
は
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
に
配
属
さ

れ
、
田
中
会
長
の
新
時
代
を
同
志
と
共
に
未
来

の
創
造
へ
、
の
名
の
下
に
活
動
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
新
事
業
と
な
る
「
出
張
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
事
業
」
を
始
め
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
体
に

繋
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
「
ビ
ジ
ネ
ス
復
興
支
援

事
業
」、
そ
し
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
モ
ー
ル
拡
大
事
業
等

に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
毎
月
の
全
国
で

行
う
役
員
会
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
会
長
会
議

な
ど
様
々
な
経
験
を
、
福
井
に
い
て
は
出
会
え

な
か
っ
た
仲
間
と
共
に
共
感
し
分
か
ち
合
う
事

が
で
き
ま
し
た
。
又
、
改
め
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
重

要
性
や
つ
な
が
り
を
再
認
識
で
き
た
事
も
こ
の

出
向
の
お
陰
と
考
え
て
ま
す
。

　

日
本
全
国
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
同
じ
想

い
や
悩
み
、
そ
し
て
未
来
を
見
据
え
た
行
動
を

次
年
度
以
降
も
紡
ぎ
繋
げ
て
行
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　

是
非
皆
様
も
自
分
自
身
で
機
会
を
作
り
出
向

し
共
に
見
聞
を
広
げ
、
そ
し
て
単
会
の
発
展
に

寄
与
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
！ 細

川　

正
人

　

私
は
入
会
し
て
7
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
福
井
単
会
内
で
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
し
か
経

験
が
無
か
っ
た
の
で
、
一
度
他
所
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
の
方
々
や
事
業
に
携
わ
っ
て
み
た
い
と

思
い
、
今
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青

年
部
に
出
向
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
二
ヶ
月
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
の
委
員
会
参
加
で
、
慣
れ
な

い
自
分
に
は
な
か
な
か
馴
染
め
な
い
こ
と
も
多

く
、
年
度
内
で
し
っ
か
り
と
事
業
に
取
り
組
ん

だ
活
動
が
出
来
た
の
か
正
直
自
信
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
少
し
ず
つ
役
員
の
皆
さ
ん
や
同
じ
委
員

会
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
助
け
て
頂
い
た
り
し
て

1
月
の
大
交
流
会
事
業
が
無
事
に
終
わ
っ
た
時

に
は
、
少
し
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。
普
段
の
福

井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
は
違
っ
た
緊
張
感
や
様
々
な
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
活
動
は
、
自
分
に
と
っ
て
多
く

の
気
づ
き
や
学
び
の
あ
る
体
験
で
し
た
。
福
井

で
の
事
業
や
活
動
に
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

田
中
日
奈
子
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令
和
元
年
度
、
福
井

県
連
理
事
と
し
て
初
め

て
単
会
外
の
連
合
会
に
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
百
戦
錬
磨
の
福
井
県
連
の
先
輩
方
の

中
で
、
同
じ
よ
う
に
理
事
と
し
て
の
役
目
を

し
っ
か
り
と
果
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
最
初
は
不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
す
ぐ
に
皆
さ
ん
と
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
正
に
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
連
帯
の
証
」
で

あ
り
、
交
流
の
機
会
を
重
ね
る
こ
と
で
、
同
じ

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
仲
間
と
し
て
の
絆
が
限
り
な
く
深

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
で
は
、
福
井
県
内
各
地
に
同
世
代
の

仲
間
が
い
る
。
こ
れ
は
本
当
に
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
あ
り
、
間
違
い
な
く
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の

醍
醐
味
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
県
連
会
員
大
会
の
実
行
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
に
も
恵
ま

れ
、
更
に
次
年
度
は
県
連
専
務
理
事
と
し
て
の

お
役
目
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
経

験
を
活
か
し
、
次
年
度
も
精
一
杯
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

森　

淳
一
郎

　

今
年
度
は
朝
田
会
長

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
交
流
を
目
標
に
福
井
県
商
工
会

議
所
青
年
部
連
合
会
に
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

入
会
4
年
目
で
今
ま
で
は
ほ
ぼ
単
会
内
の
交

流
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
福
井
県
連
の

温
か
い
メ
ン
バ
ー
に
迎
え
ら
れ
交
流
す
る
中

で
、
新
た
な
繋
が
り
が
で
き
絆
が
深
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
高
校
や
大
学
の
同
級
生
と
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ

活
動
の
中
で
再
会
す
る
機
会
も
あ
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
し
て
同
志
が
い
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
つ

つ
、
楽
し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。
ふ
く
い
の
企

業
探
検
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
事
業
で
は
、
他
団
体
と

連
携
し
て
事
業
を
行
う
事
で
、
新
た
な
気
づ
き

や
学
び
が
あ
っ
た
の
で
今
後
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

次
年
度
は
ふ
く
い
鯖
江
全
国
大
会
が
あ
り
ま

す
。
県
外
の
多
く
の
青
年
部
の
方
に
福
井
を

知
っ
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
主
管
は

違
い
ま
す
が
、
同
じ
福
井
県
連
の
仲
間
と
し
て

積
極
的
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

石
橋　

道
友

　

福
井
県
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会
へ
の
出

向
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
不
安
で
し

た
が
、
他
単
会
の
方
と
協
力
し
て
大
き
な
事

業
『
ふ
く
い
の
企
業
た
ん
け
ん
！
キ
ッ
ズ
タ
ウ

ン
令
和
元
年
８
月
25
日
に
大
野
市
で
開
催
』
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昨
年
ま
で

は
、
福
井
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の
み

で
行
っ
て
い
た
事
業
を
今
年
度
は
福
井
県
青
年

友
好
４
団
体
で
行
う
と
い
う
新
た
な
試
み
で
し

た
。
他
団
体
と
の
連
携
は
色
々
と
困
難
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
県
連
会
長
、
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
長
を
中
心
に
無
事
に
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
約
30
社
の
出
展
、
約
５
０
０

名
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
、
み
ん
な
笑
顔
で
職

業
体
験
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
職
業
体
験
で
お

給
料
（
疑
似
通
貨
）
を
も
ら
い
、
そ
の
通
貨
を

使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
て
景
品
が
も
ら
え
る
と
い

う
仕
組
み
も
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

1
年
間
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
き
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

上
田　

敬
士

　

２
０
１
９
年
度
よ
り
第
40
回
全
国
大
会
し
あ

わ
せ
福
井
さ
ば
え
大
会
の
実
行
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
全
国
大
会
の
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は
福
井
県

連
7
単
会
か
ら
出
向
者
が
集
ま
り
、
細
か
く
分

け
る
と
25
の
部
会
制
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま

す
。
福
井
単
会
で
は
主
に
お
も
て
な
し
部
会
、

交
流
部
会
、
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
部
会
、
福
井
分

科
会
部
会
を
担
当
し
、
各
部
会
が
連
携
し
な
が

ら
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
大
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ

イ
ン
公
募
が
あ
り
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
細
川
君
の

デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
や
バ
ッ
ジ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

も
こ
の
デ
ザ
イ
ン
が
使
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

大
会
テ
ー
マ
「
継
ぎ
、
紡
ぎ
、
繋
げ
る
し
あ

わ
せ
の
も
と
」
全
国
か
ら
集
ま
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
に
し
あ
わ
せ
の
も
と
を
発
信
し
、
福
井
Ｙ

Ｅ
Ｇ
全
メ
ン
バ
ー
が
全
力
で
悔
い
な
く
本
番
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
次
年
度
も
頑
張
り
ま
す
。

今
井　

順
也

河
上　

剛
志

岸
田　

幸
司

中
川　

知
士

増
田　

悠
二

枡
谷
妃
香
里

全
国
大
会
実
行
委
員
会

全
国
大
会
実
行
委
員
会

１年間の振り返り
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令
和
２
年
度
福
井
商
工

会
議
所
青
年
部
第
42
代
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
中
川
知
士
で
す
。

愛
と
情
熱
を
持
っ
て
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
為
に
福
井
Ｙ
Ｅ

Ｇ
会
員
の
為
に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
45
年
の
想
い
を
紡
い

で
繋
い
で
き
て
く
だ
さ
っ
た
歴
代
会
長
を
は
じ
め
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
自
分
を
会
長
と
し
て

承
認
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
対
し
、
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
現
改
突

破
～
超
え
ろ
！
地
域
発
展
の
礎
に
な
る
た
め
に
～
」

を
掲
げ
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
現
改
突
破
と
は
未
来

の
た
め
の
今
を
共
に
築
き
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
今
を
超
え
て
い
く
事
で
す
。

　

今
年
度
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
未
来
を
見
据
え
、
地
域

発
展
の
礎
と
な
る
た
め
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
事
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
や
魅
力
あ
る

活
動
が
世
の
中
に
求
め
ら
れ
、
５
年
10
年
先
で
も
語

り
継
が
れ
れ
ば
、
会
員
の
誇
り
に
変
わ
り
、
新
た
な

青
年
経
済
人
に
刺
激
を
与
え
、
今
を
共
に
築
く
と
い

う
上
昇
ス
パ
イ
ラ
ル
の
形
成
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
事
業

構
築
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
誰
も
が
参
加
し
た
い
と

思
え
る
事
業
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
溢
れ
る
事
業
を
打
ち
出
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
45
周
年
事
業
で
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
「
越
境
し
学
び
を
得
て
、
社
会
実
装
す
る

実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
る
」
を
策
定
し
、
本
年
度

は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、「
越
境
し
学
び
を
得
る
」

こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ
て
、
会
員
同
士
の
垣
根
を

超
え
て
深
く
交
流
を
密
に
し
て
い
く
事
や
、
異
業
種

と
の
垣
根
を
超
え
て
新
し
い
事
を
創
造
す
る
事
、
他

団
体
と
の
垣
根
を
超
え
て
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
存
在
意
義

を
高
め
、
求
め
ら
れ
る
団
体
に
成
長
し
て
い
く
よ
う

に
、
今
を
よ
り
高
く
超
え
て
い
く
１
年
に
し
て
い
き

ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
に
第
40
回
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部
全
国
大
会
し
あ
わ
せ
福
井
さ
ば
え
大
会
が
開
催
さ

れ
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
力
を
集
結
し
発
揮
す
る
チ
ャ
ン

ス
が
訪
れ
ま
す
。
時
代
を
先
駆
け
る
行
動
こ
そ
が
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
責
務
で
あ
り
、「
自
分
事
」
と
し
て
当
事
者

意
識
を
持
ち
続
け
活
動
し
て
い
く
事
が
全
国
大
会
の

成
功
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
が
現
改
突
破
で
す
！

　

大
い
な
る
夢
を
会
員
一
丸
と
な
っ
て
叶
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
、
こ
の
時
を
会
員
の
皆

様
と
共
に
刻
み
、
今
を
共
に
築
き
、
未
来
を
共
に

創
っ
て
い
け
る
事
に
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
瞳

に
は
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
心
に
は
熱
い
情
熱
を

持
ち
続
け
、
愛
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
福
井
の

発
展
、
さ
ら
に
は
日
本
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ぁ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
一
歩
を
今
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
！

　

令
和
２
年
度
の
合
言
葉
は
「
現
改
突
破
」
!!!

会　

長　

中　

川　

知　

士

令
和
２
年
度
会
長
抱
負

令
和
２
年
度
会
長
抱
負
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令
和
２
年
度
、
37
年
目

を
迎
え
る
福
井
県
商
工
会

議
所
青
年
部
連
合
会
の
会

長
を
務
め
ま
す
。
前
回
、

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）
に
福
井
で
開
催
さ
れ
た

全
国
大
会
を
機
に
設
立
さ
れ
た
県
連
で
あ
り
、
諸
先

輩
方
が
長
年
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
絆
が
あ
り
ま

す
。
振
り
返
れ
ば
振
り
返
る
ほ
ど
、
そ
れ
ら
を
引
き

継
ぐ
重
圧
と
責
任
感
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
ま
す
が
、

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
約
20
年
間
在
籍
し
培
っ
た
経
験
や
ス

キ
ル
を
存
分
に
発
揮
し
、
そ
の
集
大
成
の
１
年
と
位

置
づ
け
、
し
っ
か
り
と
会
長
と
し
て
県
下
７
単
会
を

ま
と
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
共
に
出
向
す
る
森
専
務
、
上
田
会
計
、

吉
田
理
事
の
４
名
で
、
次
年
度
役
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
際
に
は
、
中
川
会
長
の
「
現
改
突
破
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
ぞ
ら
え
「
歴
代
突
破 

～
史
上
最

高
の
県
連
を
目
指
し
て
～
」
と
年
間
テ
ー
マ
を
掲
げ

ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ま
た
あ
じ
さ
い
会
（
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
）
の
な
か
に
も
歴
代
県
連
会
長
な
ら
び
に
多

く
の
理
事
経
験
者
が
お
ら
れ
る
な
か
、
歴
代
突
破
と

は
甚
だ
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
理
想
は
高
く
、

姿
勢
は
低
く
、
い
つ
も
心
に
太
陽
を
も
っ
て
前
へ
前

へ
と
進
も
う
…
」
と
は
民
法
学
者
末
川
博
氏
の
言

葉
。
高
い
理
想
を
掲
げ
た
か
ら
に
は
県
連
出
向
理
事

が
一
丸
と
な
っ
て
史
上
最
高
の
県
連
を
目
指
し
邁
進

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
３
年
３
月
に
は
「
第
40
回
全
国
大

会 

し
あ
わ
せ
福
井
さ
ば
え
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
か
ら
約
６
０
０
０
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
福
井
に
一
堂
に
集
う
機
会
が
訪
れ
ま
す
。
我
々
に

と
っ
て
は
福
井
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
福
井

か
ら
発
信
で
き
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

数
十
年
に
一
度
し
か
経
験
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
全
国

大
会
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
企
画
・
運
営
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。「D

iscover Tom
orrow

 

～

継
ぎ 
紡
ぎ 

繋
げ
る 

し
あ
わ
せ
の
も
と
～
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
に
し
あ
わ
せ
に
つ
い
て
皆
で
探
求
す

る
全
国
大
会
。
主
管
す
る
福
井
県
連
と
し
て
実
行
委

員
会
と
共
に
、
35
年
振
り
に
再
び
訪
れ
た
福
井
で
の

全
国
大
会
開
催
と
い
う
機
会
を
契
機
に
、
県
下
７
単

会
、
約
５
５
０
名
の
メ
ン
バ
ー
が
心
を
１
つ
に
素
晴

ら
し
い
全
国
大
会
を
設
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
福
井
県
連
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

福
井
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

会
長

菊　
　

祥　

行

令
和
２
年
度
県
連
会
長
抱
負

令
和
２
年
度
県
連
会
長
抱
負
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ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
発
掘
委
員
会

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
発
掘
委
員
会

未
来
創
造
委
員
会

未
来
創
造
委
員
会

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
会

員
数
１
３
０
名
を
誇

り
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ

が
会
社
や
地
域
に
戻

れ
ば
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
新
入
会
員
が
最

初
に
所
属
す
る
委
員
会
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
と
は
何
か
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
は
ど
ん

な
団
体
で
、
ど
ん
な
仲
間
が
い
る
の
か
、

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
か
、
ど
ん
な
効
果

を
も
た
ら
す
の
か
な
ど
全
て
の
こ
と
を
理

解
し
た
上
で
活
動
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ

と
で
あ
り
、
未
来
を
つ
く
る
礎
と
な
り
ま

す
。

　

令
和
2
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
現
改

突
破
」。
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
す
る
た
め

の
委
員
会
テ
ー
マ
を
『
輝
け
未
来
の
戦
士

た
ち
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
』
と
し
ま
し

た
。
何
を
す
る
に
も
楽
し
む
こ
と
。
ワ
ク

ワ
ク
感
が
自
己
、
自
社
、
組
織
の
可
能
性

を
広
げ
現
改
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
委
員
会
、
例
会
構
築
、
事
業

活
動
を
通
し
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
一
丸

と
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
、「
今
年

の
新
入
会
員
す
ご
い
ぜ
！
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
高
い
な
あ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
委
員

会
づ
く
り
を
行
う
た
め
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

発
掘
委
員
会
」
と
し
ま
し
た
。
今
か
ら
ワ

ク
ワ
ク
感
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
、
45
周
年
を
向
か
え
た
福
井
Ｙ

Ｅ
Ｇ
。
今
年
度
は
「
第
40
回
日
本
商
工
会

議
所
青
年
部
全
国
大
会
し
あ
わ
せ
福
井
さ

ば
え
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
福
井
を

担
う
新
入
会
員
を
預
か
る
委
員
長
と
し

て
、
会
長
経
験
者
と
し
て
未
来
に
羽
ば
た

く
会
員
を
つ
く
り
ま
す
。
1
年
間
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
と
い
う
一
つ

の
時
代
が
終
わ
り
、

令
和
と
い
う
新
し
い

時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
。
平
成
と
い
う
時

代
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
多
く
の
物
が

新
た
に
作
り
出
さ
れ
、
淘
汰
さ
れ
て
き
た

時
代
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
特
に
、

情
報
技
術
の
革
新
は
す
さ
ま
じ
く
、
平
成

初
期
に
は
携
帯
電
話
で
す
ら
普
及
し
て
い

な
い
状
況
が
、
1
人
1
台
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
持
つ
時
代
に
変
化
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
も

登
場
し
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
ク
ラ
ウ
ド
、
Ｉ

Ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
多
く
の
新
し

い
技
術
が
生
み
出
さ
れ
、
進
化
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
流
れ
は
、
令
和
の
時
代
に
お

い
て
も
同
様
、
加
速
度
的
に
進
化
し
て
い

く
と
共
に
、
更
に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
・
技

術
も
生
ま
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
未
来
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の

か
が
不
確
か
で
不
確
実
な
時
代
、
我
々
青

年
経
済
人
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で

し
ょ
う
か
？

　

令
和
2
年
度
未
来
創
造
委
員
会
で
は
、

こ
の
よ
う
な
時
代
に
対
応
す
べ
く
ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ル
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
不
確
か

で
不
確
実
な
未
来
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
少
し
先
の
未
来
を
知
ら
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
知
っ
た
未
来
に

対
し
て
、
個
人
・
自
社
の
問
題
・
課
題
と

捉
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
少
し
先
の
未
来
を
提
示
し
、
未
来
を

創
造
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
未
来
創
造
員

会
で
作
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
1
年
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
長　

北　

出　

慎　

吾

委
員
長　

小　

寺　

洋
太
郎

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会　

現
代
は
予
測
不
可

能
の
変
化
の
激
し
い

時
代
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も

変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。
加
え

て
引
き
継
い
で
い
く
事
案
は
引
き
継
ぐ
な

ど
、
必
要
の
有
無
を
判
断
し
、
硬
軟
取
り

混
ぜ
た
組
織
運
営
を
図
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
総
務
委
員
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
「
委
員
会
突
破
」
を
掲
げ
ま

す
。
具
体
的
に
は
会
内
情
報
の
オ
ー
プ
ン

化
を
目
指
し
ま
す
。
理
事
メ
ン
バ
ー
し
か

会
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
現
状
を

変
え
、
執
行
部
会
や
役
員
会
内
で
出
た
意

見
な
ど
の
情
報
は
全
て
オ
ー
プ
ン
に
し
ま

す
。
役
員
会
は
決
定
機
関
で
あ
り
、
理
事

以
外
の
会
員
も
意
見
が
言
え
る
ほ
か
、
会

員
が
求
め
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
整
備
し
ま
す
。
仲
間
の
為
に
意
見
を

言
え
る
環
境
は
、
積
極
的
な
参
加
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

私
自
身
は
知
識
も
経
験
も
豊
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
豊
富
な

知
識
と
経
験
が
あ
る
仲
間
が
数
多
く
在
籍

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
会
員
間
で

学
び
あ
い
、
委
員
会
同
士
で
越
境
し
学
び

を
得
る
組
織
作
り
に
邁
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
日
本
商
工
会
議
所
青

年
部
「
第
40
回
全
国
大
会
し
あ
わ
せ
福
井

さ
ば
え
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

大
会
の
意
義
を
会
員
全
員
が
理
解
し
、
県

都
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
成
功

へ
と
つ
な
が
る
情
報
伝
達
を
行
な
い
、
県

都
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
今
後
も
活
発
に
活
動
で

き
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

委
員
長　

宮　

田　

由
紀
恵

イ
ン
タ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

イ
ン
タ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

　

私
は
入
会
し
て
ま

だ
2
年
目
で
す
が
、

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
切
磋

琢
磨
し
合
え
る
仲
間

と
出
会
う
こ
と
の
で

き
る
素
晴
ら
し
い
組

織
だ
と
日
々
感
じ
て

お
り
ま
す
。
１
３
０
名
の
様
々
な
業
種
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
意
見
を
出
し
合

い
、
魅
力
的
な
事
業
を
構
築
し
て
い
く
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
１
＋
１
か
ら

３
や
４
以
上
の
成
果
を
生
み
出
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
相
乗
効
果
を
生
み
出
す

素
晴
ら
し
い
力
を
自
社
に
生
か
せ
て
い
る

会
員
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

我
々
の
委
員
会
名
の
『
イ
ン
タ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
』
と
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
国
際
的
な
）
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
共

同
制
作
、
共
同
事
業
）
を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
で
、
現
状
の
自
社
や
地
域
と
い
う
枠

内
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
広
い
視
野
を

持
っ
て
新
し
い
未
来
を
共
に
築
い
て
い

く
、
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
会
社
と
会
社
を
つ
な
げ
、
組
織

や
地
域
の
枠
組
み
を
超
え
た
新
た
な
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
築
い
て
い
く
。
そ
う
し

て
発
展
し
た
会
員
の
会
社
が
、
地
域
の
経

済
的
発
展
や
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献

し
て
い
く
。
そ
の
流
れ
の
基
礎
と
な
る
活

動
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

入
会
2
年
目
で
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点

が
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

活
動
に
精
一
杯
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
皆

様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長　

中　

嶋　

和　

広
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に
ぎ
わ
い
創
成
委
員
会

に
ぎ
わ
い
創
成
委
員
会

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
キ
ャ
リ
ア
委
員
会

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
キ
ャ
リ
ア
委
員
会

　

次
年
度
は
2
回
目

の
委
員
長
と
な
り
ま

す
。
同
じ
委
員
会
を

2
年
連
続
で
委
員
長

を
申
し
受
け
た
理
由

は
昨
年
度
（
平
成

三
十
一
年
度
）
の
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
方
々
へ
の
感
謝
へ
の
気

持
ち
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
昨
年
度

は
私
も
初
め
て
の
委
員
長
で
不
慣
れ
な
点

が
多
く
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
本
当
に

助
け
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
担
当

さ
せ
て
頂
い
た
事
業
や
例
会
は
マ
ス
コ
ミ

関
係
の
方
や
外
部
の
関
係
者
の
方
々
よ
り

多
く
の
称
賛
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
と
っ
て
も
よ
い
事
業
や
例
会
が

出
来
た
事
は
元
よ
り
私
自
身
の
成
長
が
と

て
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
一
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
た

い
と
い
う
思
い
で
『
創
生
』
と
使
わ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
生
ま
れ
た
も

の
を
よ
り
成
長
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
『
創
成
』
と
同
じ
呼
び
名
で
当
て
字
を

変
え
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
回
目
の
委
員
長
の
醍
醐
味
は
過
去
の

自
分
達
の
企
画
を
超
え
る
企
画
に
携
わ
る

こ
と
が
出
来
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
緒

に
自
分
達
と
い
う
壁
を
乗
り
越
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
私
は
私
ら
し
く
委
員
長
と
い

う
職
務
と
向
き
合
い
な
が
ら
例
会
や
事
業

に
対
し
て
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の

方
々
に
は
昨
年
度
よ
り
も
自
由
な
発
想
で

執
り
込
む
環
境
を
創
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

は
、
長
年
先
輩
方
の

努
力
に
よ
っ
て
構
築

さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
目
的
は
単

な
る
職
業
教
育
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
職
業
を

通
し
て
地
域
の
魅
力
を
知
り
、
郷
土
愛
を

醸
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
企
業
の
発
展

を
目
指
す
社
会
投
資
活
動
で
す
。

　

一
方
、
昨
今
の
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
技
術
革
新
、
価
値
観
の

多
様
化
な
ど
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は

目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
我
々
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
未
来
を

担
っ
て
い
く
子
ど
も
達
の
た
め
に
何
を
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
福
井
で
働
く
こ
と

の
生
き
様
や
誇
り
と
い
っ
た
志
を
明
確
に

示
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
ど

の
様
に
目
標
を
掲
げ
、
努
力
を
重
ね
、
挫

折
を
乗
り
越
え
、
今
に
至
っ
た
の
か
。
そ

の
中
で
培
わ
れ
た
一
人
ひ
と
り
の
志
が
、

己
を
研
鑽
さ
せ
る
原
動
力
と
な
り
、
地
域

や
企
業
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
キ
ャ
リ
ア
委
員
会
」

と
い
う
名
称
の
と
お
り
、
本
年
度
は
、
こ

の
志
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
志
を
育
ん

で
も
ら
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
志
を
見

つ
め
な
お
す
こ
と
を
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
志
を
現
改
突
破
し
て
い

く
原
動
力
に
し
、
福
井
の
発
展
の
礎
と
な

れ
る
よ
う
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

委
員
長　

竹　

内　
　
　

亨

委
員
長　

田　

中　

俊　

之

全
国
大
会
交
流
お
も
て
な
し
委
員
会

全
国
大
会
交
流
お
も
て
な
し
委
員
会

　

同
期
で
あ
る
今
井

さ
ん
の
請
願
に
よ

り
、
七
年
ぶ
り
四
回

目
の
委
員
長
と
し
て

立
ち
上
が
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は

毎
年
設
置
さ
れ
る
よ
う
な
職
務
の
委
員
会

で
は
な
く
、
間
違
い
な
く
一
生
に
一
度
の

委
員
会
で
す
。
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
田
中
会
長

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
全
国
大
会
を
す

る
の
が
目
的
で
は
な
く
、
開
催
を
通
じ
て

自
分
た
ち
が
ど
う
な
り
た
い
か
を
明
確
に

し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
、
と
い
う

お
言
葉
を
一
年
間
追
及
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
あ
い
つ
が
や
る
ん
だ
っ
た
ら

俺
も
や
る
、
と
い
う
気
概
の
醸
成
。
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
の
醍
醐
味
は
、
何
の
利
害
関
係
も

な
く
、
お
互
い
が
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
で
本

音
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
自

己
実
現
が
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
旅
は
道
連
れ
世
は
情
け
と
い
い
い

ま
す
が
、
そ
ん
な
人
間
く
さ
い
絆
を
求
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

も
う
一
つ
は
、
せ
っ
か
く
や
る
ん
だ
か

ら
舞
台
を
楽
し
ん
で
や
ろ
う
、
と
い
う
も

の
ご
と
に
取
り
組
む
姿
勢
の
醸
成
。
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
事
業
は
、
み
ん
な
の
た
め
、
世
の
中

の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
た
め

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
と
外
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
な
る
動
機
に
基
づ
か
な
い
事
業
は
味
気

な
く
も
あ
り
ま
す
。
い
い
意
味
で
わ
が
ま

ま
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
が
楽
し
い
と
思

え
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す

ね
。

　

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

委
員
長　

佐
々
木　

俊　

一

全
国
大
会
O
N
E 

T
E
A
M
委
員
会

全
国
大
会
O
N
E 

T
E
A
M
委
員
会

　

令
和
2
年
度
『
全

国
大
会
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
委
員
会
』
の

委
員
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
、

入
会
3
年
目
の
大
矢

学
で
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
人
生
の
中
で
も
、
一
度
経
験
出

来
る
か
出
来
な
い
か
の
全
国
大
会
。
そ
の

分
科
会
を
担
当
す
る
委
員
会
と
言
う
事

で
、
雲
を
掴
む
様
な
思
い
で
不
安
な
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
福
井

の
地
を
盛
り
上
げ
、
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
け
る
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス

に
、
楽
し
み
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
は
県
一
丸
と
な
っ
て
開
催
す

る
の
は
勿
論
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
分
科

会
は
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
色
を
濃
く
出
せ
る
事

業
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
『
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
色
』
は
、
会
員
の

皆
様
が
持
っ
て
い
る
特
色
と
い
う
異
な
る

色
の
集
合
体
で
す
。
各
分
科
会
に
は
他
の

委
員
会
の
方
の
割
振
り
も
あ
り
ま
す
。
一

色
も
か
け
る
こ
と
な
く
濃
厚
な
福
井
Ｙ
Ｅ

Ｇ
色
を
作
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
当
委
員
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

『
笑
顔
で
突
破
～
笑
門
来
福
～
』
で
す
。

全
員
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
活
動
し
、
来
福

さ
れ
る
同
志
た
ち
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
出

来
る
分
科
会
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
年
一
年
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

委
員
長　

大　

矢　
　
　

学
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卒
業
生
の
言
葉

卒
業
生
の
言
葉

�

野
澤　

知
永

　

私
は
、
平
成
29
年
４
月
に
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
入
会
当
時
が
42
歳
だ
っ

た
の
で
、
は
じ
め
か
ら
３
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
し
た
。
や
や
人
見
知
り
の
性
格

の
た
め
、
短
い
期
間
の
中
で
ど
れ
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
の

方
々
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
委

員
会
や
例
会
、
懇
親
会
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
多
く
の
メ

ン
バ
ー
や
先
輩
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

た
だ
、
本
会
が
様
々
な
活
動
を
活
発
的
に
行
な
っ
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
仕
事
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
時
間
の

調
整
が
つ
か
ず
、
例
会
や
事
業
に
出
席
す
る
事
が
で
き
な

い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
状
況
で
し
た
が
、
た
ま
に
会
っ
た
と
き
に
は

気
さ
く
に
声
を
か
け
て
下
さ
り
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。
こ
の
時
期
に
な
っ
て
振
り
返
る
と
、
も
っ
と
参
加
で

き
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
と
後
悔
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
や
メ
ン
バ
ー
の
方
々
と

の
交
流
を
通
し
て
、
多
く
の
気
付
き
や
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
貴
重
な
財
産
と
し
て

今
後
の
糧
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
益
々
の
発
展
と
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
卒
業
し
て
か
ら
も

変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
３

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

藤
井　

紀
光

　

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
長
い
よ

う
で
短
い
17
年
間
で
し
た
。

　

平
成
19
年
度
に
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
「
ふ
く
い
の
和
委
員
会
」
委
員
長
を
受
け
て
、
故
郷
福

井
と
こ
ん
な
に
向
き
合
っ
た
事
は
今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
委
員
長
を
受
け
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
委

員
会
」
で
は
、
年
間
を
通
じ
、「
コ
ラ
ボ
・
ラ
ボ
」
と
い

う
名
称
に
て
会
員
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を
深
め
る
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
異
業
種
交
流
団

体
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
そ
の
活
動
に
お
い
て
い
ろ
ん

な
手
法
を
使
っ
た
交
流
が
行
わ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
お
力
添
え
頂
い
た
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら

の
感
謝
と
、
今
後
の
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
の
希
望
を
託
し
卒
業

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

八
木　
　

寛

　

私
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
し
て
か
ら

早
14
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

後
半
は
ユ
ウ
レ
イ
会
員
で
し
た

の
で
、
現
会
員
の
中
に
は
お
会
い
し
た
事
が
無
い
方
も
沢

山
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
卒
業
コ
メ
ン
ト
を
書
く
に
あ
た
り
、
昔
の
記
憶
を

辿
っ
て
み
ま
す
と
そ
れ
な
り
に
思
い
出
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
祭
り
や
ア
ン
ト
レ
キ
ッ
ズ
、
全
国
大
会

な
ど
。
副
委
員
長
を
任
さ
れ
た
年
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中

で
も
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
祭
り
は
毎
年
参
加
し
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
外
側
か
ら
し
か
参
加
す
る
事
が
無
か
っ
た

祭
に
、
内
側
か
ら
参
加
す
る
事
が
で
き
、
協
力
し
て
一
つ

の
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
事
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
も
の

で
し
た
。

　

い
つ
か
皆
さ
ん
が
卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
そ
の
日
ま
で

に
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
思
い
出
と
、
か
け
が
え
の
な
い
経

験
で
胸
い
っ
ぱ
い
に
満
た
さ
れ
る
事
を
願
い
終
わ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

本
多　

雄
二

卒業生の言葉
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新入会員紹介

新

入

会

員

紹

介

新

入

会

員

紹

介

　

高
校
卒
業
後
、
約
15
年
間
県
外
で
過
ご
し
、
昨
年
度
福
井
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
自
分
の
為
に
時
間
を
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
各
事
業
を
通
じ
、
皆
様
と
共
に

福
井
の
為
に
、
時
間
を
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

弊
社
は
、
警
備
保
障
業
や
ビ
ル
総
合
管
理
業
を
主
な
社
業
と

し
、
安
全
・
安
心
と
快
適
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を

ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
と
自
己
研
鑽
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

入
会
か
ら
１
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
熱
意
と
行
動

力
が
あ
る
先
輩
方
の
お
か
げ
で
日
々
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
一
員
と
し

て
熱
意
を
持
っ
て
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

所
存
で
す
の
で
何
卒
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

福
井
市
豊
島
に
て
営
業
し
て
お
り
ま
す
。
阿
部
副
委
員
長
の

お
誘
い
で
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
門
を
た
た
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
仲
間
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

弊
社
は
主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
や
事
業
を
通
じ
、
仲
間
と
共
に
か
け
が
え
の
な

い
時
間
を
共
有
し
、
地
域
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
成
長
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

弊
社
は
女
性
専
用
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
カ
ー
ブ
ス
を
5

店
舗
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
昨
年
4
月
に
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
20
年
ぶ
り

に
福
井
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
様
々
な
方
と
繋
が
り
た
く
て
Ｙ

Ｅ
Ｇ
に
加
入
い
た
し
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
県
外
で
約
15
年
間
を
過
ご
し
、
昨
年
福
井
に

帰
っ
て
き
て
、
行
政
書
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
通
じ
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

弊
社
は
越
前
海
岸
沿
い
で
ホ
テ
ル
割
烹
石
丸
の
名
で
旅
館
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
学
ん
だ
こ
と
で
地
域
貢
献
を
し

つ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

設
計
事
務
所
で
住
宅
か
ら
商
業
施
設
等
幅
広
い
分
野
で
設

計
・
監
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
4
月
に
入
会
さ

せ
て
頂
き
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
自
分
が
成
長

で
き
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

片
町
の
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｔ
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
去
年
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
約
１
年
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
出
来

て
い
な
い
自
分
が
い
ま
す
が
、、
精
一
杯
福
井
を
盛
り
上
げ
て

い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
4
月
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
事
業
や
例
会
等

で
沢
山
の
異
業
種
の
方
と
お
話
し
出
来
る
機
会
が
多
く
あ
り
、

普
段
の
生
活
で
は
で
き
な
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
濃
厚
な
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
皆
様
か
ら
ご
指
導

頂
き
な
が
ら
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

丸
勝
建
築
株
式
会
社

�

内　

海　

幹　

大

株
式
会
社
コ
ー
ワ

�

嶋　

﨑　

真　

幸

久
保
田
製
菓
有
限
会
社

�

久
保
田　

晃　

仁

丸
越
プ
リ
ン
ト
有
限
会
社

�

竹　

内　

耕
一
郎

エ
ジ
ソ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

�

浅　

野　

芳　

郎

株
式
会
社
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ

�

黒　

川　

照　

太

行
政
書
士
法
人
坪
川
事
務
所

�

坪　

田　

重　

一

有
限
会
社
石
丸
館

�

石　

丸　

隆　

夫

株
式
会
社
佐
々
木
一
級
建
築
士
事
務
所

�
佐
々
木　

晃　

一

株
式
会
社
Ｉ
．
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

�

中　

出　

啓　

亮

井
戸
建
築
板
金

�

井　

戸　

啓　

太
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新入会員紹介

　

10
月
に
入
会
を
し
ま
し
た
。
片
町
に
ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
Ｓ 

Ｂ

Ａ
Ｒ
と
い
う
お
店
を
し
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
り
、
地
域
地
元
貢
献
、
更
な
る
成
長
に
な
る
よ

う
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
。

　

45
歳
で
の
入
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
。
期
間
を
延
長
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
短
い
時
間
を
精
一
杯
に
活
用
し
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活

動
に
関
わ
っ
て
い
き
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
信
念
で

頑
張
り
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
、
平
成
31
年
度
4
月
に
入
会
し
ま
し
た
。
弊
社

は
、
塗
装
工
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
私
た
ち

が
住
み
暮
ら
す
ふ
く
い
の
街
が
よ
り
活
性
化
す
る
よ
う
微
力
な

が
ら
力
添
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
5
月
よ
り
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
ア

ン
ト
レ
キ
ッ
ズ
な
ど
に
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
業
務
と
は
異
な
っ

た
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な

事
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

弊
社
は
、
遺
品
整
理
・
特
殊
清
掃
・
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・

特
殊
高
圧
洗
浄
・
オ
ゾ
ン
脱
臭
・
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
・
廃
品

回
収
・
海
外
貿
易
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

弊
社
は
工
業
薬
品
・
樹
脂
・
塗
料
及
び
周
辺
資
材
の
卸
売
を

し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
事
業
を
通
じ
て
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
他
業
種
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
自

社
の
業
務
を
見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

弊
社
は
主
に
レ
ン
タ
ル
マ
ッ
ト
と
清
掃
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
仲
間
た
ち
と
の
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
中
で
の
経
験
を
自
分
の
学
び
と
成
長
に
繋
げ
て
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

弊
社
は
主
に
木
造
の
建
築
設
計
、
監
理
、
施
工
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
を
通
じ
、
自
己
研
鑽
に
努
め
、
成
長
の

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
約
10
年
を
県
外
で
過
ご
し
た
後
、
帰
福
し
、

昨
年
12
月
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

福
井
の
こ
と
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
と
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
皆
様
と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
己
研
鑽

に
励
み
、
貢
献
し
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
何
卒
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
5
月
入
会
し
ま
し
た
。
つ
な
が
り
拓
く
委
員
会
に

て
企
画
・
実
行
や
、
ア
ン
ト
レ
キ
ッ
ズ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

と
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
更
に
積
極
的
な
参
加
を

す
る
所
存
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

入
会
か
ら
一
年
経
過
し
、
全
て
の
活
動
に
参
加
出
来
て
は
お

ら
ず
、
皆
さ
ん
の
活
動
意
欲
に
驚
く
日
々
で
、
ま
だ
ま
だ
気
持

ち
が
足
り
な
い
な
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
積
極
性
を
大
事
に
し
、
参
加
率
を
高
め
、
関
係

性
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

Ｎ
ｉｇ
ｈ
ｔ 

ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ　

Ｂ
Ａ
Ｒ 

ｓ
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
ｅ

�

柳　

川　

尚　

子

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
株
式
会
社

�

布　

目　

雄
一
郎

株
式
会
社
ベ
ス
ト
ワ
ー
ク

�

山　

浦　

成　

暁

株
式
会
社
福
井
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス

�

堀　

江　

俊　

一

株
式
会
社
Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｔ
Ｙ

�

名
津
井　
　
　

陽

株
式
会
社
又
四
郎
商
会

�

山　

﨑　

武　

士

株
式
会
社
ア
バ
ス
ラ
イ
ン

�

前　

川　

将　

隆

西
川
工
務
店
／
西
川
晃
治
建
築
設
計
事
務
所

�

西　

川　

晃　

治

吉
岡
幸
株
式
会
社

�

吉　

岡　

正　

博

有
限
会
社
ハ
ク
レ
イ
土
地
建
物

�
松　

木　

崇　

生

株
式
会
社
ア
イ
ル

�

西　

嶋　

大　

明

　

昨
年
４
月
に
入
会
し
ま
し
た
。
色
ん
な
業
種
の
方
と
交
流
が

で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元

福
井
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

丸
高
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

�

中　

山　

博　

隆
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福井商工会議所青年部会員企業一覧

氏　名 事業所名
明　瀬　達　哉 Bar lu touch
朝　田　健　一 ㈲アサダモータース
浅　野　芳　郎 エジソンシステム㈱
阿　部　泰　教 ㈱オフィスサポートBP
天　野　準　一 ㈱天たつ
五十嵐　嘉　紀 ㈱ショーセイ
池　上　紅瑠美 ㈱クレドワークス
石　橋　道　友 石橋建材㈱
石　間　光太郎 ㈱三栄商会
石　丸　隆　夫 ㈲石丸館
井　戸　啓　太 井戸建築板金
伊　藤　翔　平 ㈲いとう印刷
井　上　淳　二 積水ハウス㈱福井営業所
今　井　順　也 今井労務経営事務所
上　田　敬　士 ㈱東京海上日動パートナーズ東海北陸 福井支店
上　田　結　介 ㈱アイル保険センター
上　松　悦　志 ㈱ウエマツ
内　海　幹　大 丸勝建築㈱
太　田　貴　司 太田木材㈱
太　田　尚　浩 ㈱太田屋
大　滝　智　己 ㈱ムラタ
大　村　亮　輔 玩具問屋 大村商店
大　矢　　　学 ㈱ETERNAL
岡　澤　雄　一 ㈱前田美装工業
奥　田　　　茂 ㈱奥田不動産鑑定士事務所
海　道　雅　俊 ㈱ナカテック
影　　　遼　太 福井放送㈱
勝　見　泰　久 ㈲勝見金筬製作所
金　本　いずみ ㈱MAKT crowning
加　納　真　司 ㈱JTB
河　上　剛　志 平成電工㈱
川　中　　　優 焼肉家 優
川　端　勇　大 川端段ボール㈱
神　田　拓　麿 500BAR taku
菊　　　祥　行 サンキ㈱
岸　田　幸　司 ㈱ミテック
岸　本　潔　武 ㈱キシモト商会
北　川　　　直 ㈱北川
北　出　慎　吾 北出経営労務事務所
木　村　あいこ ㈲グラヴィ
久保田　晃　仁 久保田製菓㈲
黒　川　照　太 ㈱TSUKIWA
小　島　茂　幹 HAIR/MAKE PALIER
小　辻　　　誠 ㈲マサシ自工
小　寺　洋太郎 ㈱御素麺屋
小前田　　　宙 弁護士法人 ふくい総合法律事務所
小　森　康　史 ㈱ダイナテック
齊　藤　孝　大 ㈲サイトー電器
榊　原　右　章 Ai support
坂　口　雄　介 ㈱サンテン・コーポレーション
坂　田　守　史 ㈱デザインスタジオ・ビネン
佐々木　晃　一 ㈱佐々木一級建築士事務所
佐々木　俊　一 ㈱クリーニング白洋舎
佐　藤　宏　隆 ㈲詩季（flow.Nexus）
澤　田　拓　也 ㈱ドゥーガブレインズ
柴　田　光　義 ㈱ライトスタッフ
嶋　﨑　真　幸 ㈱コーワ
清　水　孝　行 清水法律事務所
下　田　友　美 CHARME
下　野　　　護 ㈱トゥエルブ
城　地　司　哉 ㈱S.K PLANNING
髙　木　秀　樹 ㈱アクティブパートナー
田　口　　　徹 大和ハウス工業㈱
竹　内　　　治 ㈲タカラアート
竹　内　耕一郎 丸越プリント㈱
竹　内　　　亨 酒のタケウチ
多　田　健太郎 ㈱米五

氏　名 事業所名
達　川　竜　司 トライ ドゥ カメラ
田　中　俊　之 Atolla
田　中　日奈子 ヒヨコヤデザイン
田　畑　健太郎 ㈱越前かに成前
玉　村　訓　大 ㈱プロダクト・マイスター
辻　　　直　樹 ㈱キャンピオ辻万
土　谷　宏　明 ㈲土谷
坪　田　重　一 行政書士法人 坪川事務所
中　川　知　士 ㈲中川鉄工
中　嶋　和　広 ㈲I・プラザ
中　出　啓　亮 ㈱I.corporation
仲　野　　　勲 JR西日本福井支店
中　山　博　隆 丸高コンクリート工業㈱
名津井　　　陽 ㈱FIUTY
南　部　あゆむ 福井エフエム放送㈱
西　川　晃　治 西川工務店／西川晃治建築設計事務所
西　嶋　大　明 ㈱アイル
布　目　雄一郎 プルデンシャル生命保険㈱
野　澤　知　永 ㈱野澤不動産
橋　本　武　志 ホクコンマテリアル㈱
畑　　　有　信 Fi-eld（フィールド）
樋　田　光　生 福井精米㈱
福　田　智　司 ライフスタイルプラス
藤　井　紀　光 ㈲Lab・Lab
細　川　正　人 フードイノベーション㈱
堀　江　俊　一 ㈱福井メディックス
堀　江　成　禎 ㈲堀江商店
本　多　雄　二 プルデンシャル生命保険㈱
前　川　将　隆 ㈱アバスライン
前　田　和　也 ㈱E-GANG
増　田　悠　二 北鋼シャーリング㈱
桝　谷　妃香里 Grande
松　井　裕　隆 ㈱ホンダクリオ福井
松　井　良　平 中華四川料理 もりた
松　木　崇　生 ㈲ハクレイ土地建物
松　宮　正　和 ㈱松宮設計事務所
水　上　侑　士 ㈲アローズ
水　切　弘　典 ㈱インフォライブ
見　谷　純　次 ㈱見谷組
南　　　誠太郎 南和彦税理士事務所
宮　田　由紀恵 ラーナニーニャ
宮　永　真　孝 ㈱宮永不動産
村　上　武　雄 村上大理石㈱
村　田　幸　治 ソニー生命保険㈱
森　　　淳一郎 大吉餅
森　下　峰　雪 ㈱石本石材
八　木　　　寛 ㈲紅青社
安　田　圭　介 安田会計事務所
柳　川　尚　子 NIGHT Sweet Bar Salice
山　内　　　魁 蕎麦Dining 一福
山　浦　成　暁 株式会社ベストワーク
山　岸　保　喜 ㈱山岸和紙店
山　崎　　　翔 福井テレビジョン放送㈱
山　﨑　武　士 ㈱又四郎商会
山　口　千　春 ㈱カイロオフィスYOU癒佑
山　口　晴　久 ㈱ユーサイキア リライム
山　越　大　輔 ㈱パリ
山　田　祐　司 山田商店
山　村　直　主 スタッフマネジメント㈲
山　本　文　昭 一翆
山　本　義　樹 ㈱エヌアンドシィオゥ
吉　岡　正　博 吉岡幸㈱
吉　田　純　也 ㈱福井新聞PRセンター
吉　田　達　郎 ㈱カリョー
吉　田　智　晴 ㈱竹下印刷所
吉　村　哲　一 ㈱太田忍工務店
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あじさい会通信／結婚／西木田通信

　

今
年
度
で
事
務
局
二
年
目
の
柴
野
で
す
。

今
年
度
一
年
間
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
青
年
部
の
四
十
五
周
年

記
念
事
業
や
県
連
会
員
大
会
福
井
開
催
な

ど
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
と
っ
て
節
目
と
な
る

一
年
で
し
た
。
ま
た
、
鯖
江
で
の
全
国
大

会
に
向
け
て
、
全
国
大
会
を
迎
え
る
機
運

も
日
に
日
に
高
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。
朝

田
会
長
の
掲
げ
る
「
交
流
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
大
切
に,

今
年
度
も
様
々
な
事
業

を
議
論
を
重
ね
て
構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

福
井
商
工
会
議
所
と
の
よ
り
一
層
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
青
年
部
の
素
晴
ら
し
い

活
動
が
よ
り
多
く
の
人
に
浸
透
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
柴
野　

和
也
）

　

今
年
か
ら
地
域
事
業
課
に
配
属
と
な
り
、

は
じ
め
て
事
務
局
と
な
り
ま
し
た
石
田
で

す
。
昨
年
度
ま
で
は
商
工
会
議
所
の
広
報

担
当
を
し
て
お
り
、
会
報
誌
の
記
事
を
編

集
す
る
中
で
「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
人
た
ち
だ
な
あ
」
と
ぼ
ん
や
り
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
事
務
局
と
な
っ

て
み
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
や
水
か

け
祭
り
な
ど
、
生
き
生
き
と
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
姿
を
見

て
、
改
め
て
青
年
部
の
底
力
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
気
軽
に
相
談
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
務
局
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
！
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あ
じ
さ
い
会
は
、
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
が
創
立
15
周
年

を
迎
え
た
と
き
に
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
設
立
さ
れ
、
本
年
度
は
め
で

た
く
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
会
の
活
動
と
し
て
は
特
に
大
き
な
事
業
を
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
い
わ
ば
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
活
動
が
主
で
す
。

青
年
部
在
籍
中
に
共
に
活
動
し
た
仲
間
た
ち
が
年
に
数
回
集

ま
っ
て
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
語
り
合
う
楽
し
い

場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
役
員
会
を
開
き
、
６
月
の
総
会
で
年
間
の
事
業
計
画

（
案
）、
予
算
（
案
）
な
ど
を
決
め
る
訳
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も

形
式
だ
け
で
、
青
年
部
の
よ
う
に
白
熱
し
た
議
論
な
ど
は
一
切

な
く
、
と
に
か
く
楽
し
く
で
き
る
活
動
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
で
活
動
方
針
を
決
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
現
役
の
皆

様
方
か
ら
の
要
望
に
は
積
極
的
に
応
え
て
い
こ
う
と
い
う
ス
タ

ン
ス
を
常
に
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
事
や
参
加
し
て
ほ

し
い
事
業
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
頂
け
れ
ば

Ｏ
Ｂ
と
し
て
前
向
き
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
あ
じ
さ
い
会
の
最
近
の
活
動
と
し
て
は
年
に
一
回
、
見
識
を

深
め
る
た
め
温
故
知
新
を
意
識
し
た
研
修
旅
行
を
企
画
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
昨
年
は
東
京
の
豊
洲
市
場
見
学
や

歌
舞
伎
座
で
の
観
劇
、
靖
国
神
社
の
正
式
参
拝
な
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
研
修
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、本
年
度
は
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
百
舌
鳥
、

古
市
古
墳
群
な
ど
を
訪
れ
、
こ
れ
か
ら
万
博
の
開
催
に
伴
い
更

な
る
発
展
が
予
想
さ
れ
る
大
阪
方
面
を
見
学
し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
じ
さ
い
会
は
堅
苦
し
い
こ
と
は
一
切
な
し
で
年
会
費
五
千

円
と
非
常
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の
で
、
ぜ
ひ
現
役

を
ご
卒
業
さ
れ
た
暁
に
は
あ
じ
さ
い
会
に
ご
入
会

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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１．結　婚　日　２．なれそめ　３．ご主人からのひとこと　４．奥様からのひとこと１．結　婚　日　２．なれそめ　３．ご主人からのひとこと　４．奥様からのひとこと

１．2019 年 9月 29日
２．100 ㎞ウォーキングを一緒に歩いて
３．いつも家事をしてもらい感謝してます。
　　家庭も大事にして頑張ります。
４．健康で楽しい毎日が過ごせるように
　　ご飯作り頑張ります！

１．2019 年８月 31日
２．行きつけのピザバル　アニエッロで出会いました。
３．二人で三栄商会を盛り上げていきます！！
４．楽しみながら頑張ります！


